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神
宮
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
（
『
類
聚
神
祇
本
源
』
紙
背
） 

翻
刻
と
解
題

大

橋

直

義

研
究
史

 
神
宮
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

『類
聚
神
舐
本
源
』
七
巻
七
軸

(第

一
門
三
六

九
号
)
の
う
ち
の

一
軸
、
「内
宮
別
宮
篇
」
の
紙
背
に
、
『
〔南
都
巡
礼

記
〕』
(
『建
久
御
巡
礼
記
』)
の

一
伝
本
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
は
や
く
後

藤
丹
治
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
簡
略
な
が
ら
も
解
題
が
示
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「神
宮
文
庫
本

『建
久
御
巡
礼
記
』」
で
あ
る
。

 
そ
の
解
説
を
引
く
。

 
 
神
宮
文
庫
所
蔵
の
原
本
は
昨
秋

(昭
和
五
年
)
こ
れ
を

一
見
す
る
こ

 
 
と
を
得
た
が
、
そ
の
詳
細
は
史
料
編
纂
所
の
校
合
本
に
依
つ
て
知
悉

 
 
し
た
。
同
本
は
そ
の
紙
背
に
度
會
家
行
の
類
聚
神
祇
本
源
が
爲
さ
れ

 
 
て
あ
る
。
そ
の
類
聚
神
紙
本
源
は
著
述
年
代
を
距
る
遠
か
ら
ざ
る
頃

 
 
の
窩
本
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
御
巡
禮
記
も
お
よ
そ
鎌
倉

 
 
末
期
か
乃
至
吉
野
朝
初
期
の
書
窩
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と
思
ふ
。
内

 
 
容
は
巻
首
を
失
ひ
、
興
福
寺
東
金
堂
の
條
か
ら
元
興
寺
の
條
ま
で
あ

 
 
り
、
次
に
大
安
寺
の
記
事
が
半
分
位
あ
り
、
以
下
法
隆
寺
東
院
の
條

 
 
の
前
半
ま
で
を
存
す
る
。
古
梓
堂
文
庫
本
と
は
小
異
が
あ
り
、
殊
に

 
 

「
私
云
」
と
し
て
所
々
に
註
文
が
あ
る
。

 
解
説
文
中
に
み
え
る

「史
料
編
纂
所
の
校
合
本
」
と
は
、
「古
梓
堂
文

庫
本
」
す
な
わ
ち
久
原
文
庫
旧
蔵
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

『南
都
七
大
寺

縁

起
』
(『建
久

御

巡
礼

記
』、
〔鎌
倉

初
期
〕
写
、

一
巻

一
軸
)
を

(
一
九

」
九
)

大
正
八
年
十
月
に
影
写
し
た
も
の
に
、
同
十
年
十
月
に
神
宮
文
庫
本
に
よ

っ
て
朱
字
校
合
が
加
え
ら
れ
た
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
蔵
影
写
本
で
あ
る

(三
〇

一
五
-
七
二
)。
こ
の
本
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
と
比
す
れ
ば

極
め
て
精
密
な
影
写
本
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
宮
文
庫
蔵
本
に
関

し
て
は
、
今
回
調
査
の
機
会
を
得
た
結
果
、
校
合
者
の
意
図
を
理
解
し
に

く
い
部
分
や
誤
脱

・
誤
写
も
複
数
箇
所
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
唯

一
、
神
宮
文
庫
蔵
本
の
本
文
を
簡
便
に
知
り
う
る
も
の
と
し
て
は

『校
刊
美
術
史
料
 
寺
院
篇
』
上
巻
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
本
文
は
、
底

本
と
す
る
大
東
急
本
に
対
し
て
の
極
め
て
部
分
的
な
校
異
に
留
ま
る
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
末
期
写
の

『建
久
御
巡
礼
記
』
伝
本
で
あ
る
こ
と
以
上
の
価
値
が
神
宮
文
庫
蔵
本
に

認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全
体
像
を
知
り
う
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
後
藤
丹
治
の
指
摘
に
先
立

つ
昭
和
二
年
、
『国
文
東
方
佛
教
叢
書
』
第

二
輯
寺
誌
部
に
、
久
原
文
庫
蔵
本
を
底
本
、
神
宮
文
庫
蔵
本
を
対
校
本
と
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し
て

「
南
都
七
大
寺
縁
起
」
が
収
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
凡
例
に
は
、

 
 
原
本
は
大
阪
久
原
文
庫
の
所
蔵
に
か
〉
り
、
別
に
神
宮
司
廃
所
蔵
の

 
 
類
聚
神
祇
本
源
裏
七
大
寺
縁
起
を
封
照
し
、
そ
の
同
本
な
る
を
明
に

 
 
し
、
前
者
を
底
本
と
し
、
後
者
を
参
考
し
て
校
訂
し
た
り
。
但
し
煩

 
 
を
厭
う
て

一
々
文
言
の
異
同
を
註
せ
ず
。

と
あ

っ
て
、
『国
文
東
方
佛
教
叢
書
』
本
に
よ
っ
て
も
神
宮
文
庫
蔵
本
を

検
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。

 
そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
九
月
に
尊
経
閣
叢
刊
と
し
て
前
田
家
本

『南
都

巡
礼
記
』
複
製
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
付
さ
れ
た

「南
都
巡
礼
記
解

説
」
が
神
宮
文
庫
蔵
本
に
言
及
し
て
い
る
。
引
用
は
省
略
す
る
が
、
そ
の

内
容
は
後
藤
解
題
に
お
お
む
ね
依
拠
し
て
お
り
、
そ
こ
を
出
る
も
の
で
は

な
い
。

 

つ
い
で
神
宮
文
庫
蔵
本
に
着
目
し
た
の
は
野
口
博
久
で
あ
る
。
こ
の
段

階
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
現
大
東
急
記
念
文
庫
本

・
彰
考
館
本

・
前
田

家
本

・
内
閣
文
庫
本

・
天
理
図
書
館
保
井
文
庫
蔵
本
お
よ
び
神
宮
文
庫
蔵

本
を
総
合
的
に
調
査
検
討
し
た
、
『建
久
御
巡
礼
記
』
伝
本
研
究
の
こ
の

時
期
に
お
け
る

一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
神
宮
文
庫
蔵
本
の
解
説

を

一
部
引
く
。

 
 
書
写
年
代
は
、
後
藤
丹
治
氏
は
、
鎌
倉
末
期
乃
至
吉
野
朝
初
期
と
い

 
 
わ
れ
る
が
、
紙
背
の

「類
聚
神
祇
本
源
」
の
奥
書
に
、

 
 
 
 
正
平
七
年
粧
二
月
廿
日
書
写
 
 
権
 
宜
度
会
神
主
実
相
瓶
+

と
あ

り
、
両
書

ほ

ゴ
同

筆

と
み

ら
れ

る

の
で
、

こ
れ

か
ら
推

し

て
、

 
 
吉
野
朝
興
国

・
正
平
年
間
の
書
写
と
み
て
よ
い
。

こ
の
時
点
で
初
め
て
神
宮
文
庫
蔵
本
の
書
誌
情
報
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の

だ
が
、
そ
の
情
報
は
や
や
簡
略
で
あ
り
、
後
に
示
す
書
誌
と
も
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
今
は
略
す
。
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

『類
聚
神
祇
本
源
』
内
宮
別
宮
篇
の
手
跡
と

『〔南
都
巡
礼
記
〕
』
の
手
跡

と
が
同
筆
で
あ
る
と
認
定
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

『
〔南
都
巡
礼
記
〕』

が
興
国
・
正
平
年
間

(
=
二
四
〇
～

=
二
七
〇
)
に
書
写
さ
れ
た
と
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(=
二五
二
)

点
で
あ
る
。
表
文
書
の

『類
聚
神
祇
本
源
』
が
正
平
七
年
に
書
写
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
年
が
神
宮
文
庫
蔵
本
の
成
立

の
下
限
と
な
り
、
結
果
と
し
て
は
後
藤
丹
治
に
よ
る
書
写
年
代
推
定
と
大

差
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
野
口
の
指
摘
す
る
と
お
り
両
者
が
同
じ
手
跡
で

あ
る
の
な
ら
ば
、
『〔南
都
巡
礼
記
〕』
も
同
じ
く
度
会
家
周
辺
で
書
写
さ

れ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
原
本
を

閲
し
た
と
こ
ろ
、
『類
聚
神
祇
本
源
』
の
書
写
者
で
あ
る
度
会
実
相
の
手

と

『〔南
都
巡
礼
記
〕』
の
手
跡
と
の
間
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
上
記
の
野
口
の
指
摘
は
訂
正
を
要
し
、
ま
た

『〔南
都
巡
礼
記
〕
』

が
も
と
も
と
書
写
さ
れ
た
場
も
さ
だ
か
と
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
伊
勢

外
宮
の
知
的
営
為
の
な
か
に
南
都
諸
寺
の
巡
礼
記
も
介
入
し
て
い
た
興
味

深
い
事
例
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

 
野
口
博
久
は
続
論
に
お
い
て
神
宮
文
庫
蔵
本
を

「中
間
本
系
統
」
と
位

置
づ
け
る
。
先
に
示
し
た
大
東
急
本
以
下
の
六
本
を
比
較
対
照
し
、
大
東

急
本
に
代
表
さ
れ
る

「多
武
峯
本
系
統
」
の
伝
本
を
最
善
本
と
位
置
づ

け
、
そ
れ
が
前
田
家
本

・
内
閣
文
庫
本
な
ど
の

「前
田
家
本
系
統
」
に
変

容
し
て
ゆ
く
過
程
に
神
宮
文
庫
蔵
本
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「前
田
家
本
系
統
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
か
つ
て
再
検
討
を
行
な
っ

た
が
、
神
宮
文
庫
蔵
本
が
、
大
東
急
本
と
、
前
田
家
本

・
日
大
本

・
天
理

図
書
館
蔵

『大
和
寺
集
記
』
所
引
本
な
ど
の

「流
布
本
系
統
」
と
の
間

で
、
そ
の
先
後
関
係
は
さ
て
お
き
、
ど
ち
ら
の
系
統
で
も
な
い
と
い
う
意
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味

の
み

に
お

い
て
、

「中

間

的
」

な
様

相

を
示

す
特

異

な
本

で
あ

る

こ
と

は
間

違

い
な

い
こ
と

で
あ
る
。

 

さ
ら

に
神
宮
文

庫
蔵
本

は
、

阪
本

龍
門

文
庫
蔵

『南

都
山

階
寺

諸
寺

諸

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

(一
二
五
九
)

院
私

記
』

(
〔室

町
初
期

〕
写
、

一
冊

。
正
嘉

三
年

本
奥

書
)

が
引

く

『建

久
御

巡
礼

記
』

に
そ

の
本

文
だ

け

で
な
く

、
後
藤

丹

治
が
既

に
指

摘

し

て

い
た

「私

注

」
的

性
格

も

含

め
、

近

似

し

た

様

相

を

呈

し

て

い

る
。

ま

た
、

こ
の
二
本

が

『源
平

盛
衰

記
』

巻

二
十

四
が
引

く
興
福

寺
縁

起

と
最

も
関

わ
り

深

い
こ
と
も
重

要
だ

ろ
う

。

 

こ

こ
ま
で
神
宮

文
庫
蔵

本
を

め
ぐ

る
研
究

史

を

お

っ
て
き
た

が
、

そ

の

価
値

と
意
義

は
次

の
よ

う

に
概
括

で
き

る
。

ま
ず

第

一
に
、

本
書

が
持

つ

「中

間
的
様

相
」

が

『建

久
御

巡
礼

記
』

の
伝
本

関
係

の
問

題

を
解
く

た

め

の
重
要

な
鍵

と
な
り

う
る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
先

述

の
と

お
り
、

野

口
博

久

は

「
多
武

峯
本
系

統
」

か
ら

「
前

田
家
本

系
統

」

へ
と
至

る
中

間

に
位

置
づ

け
た

が
、
当
時

か
ら
見

て
お
よ

そ

二
倍

に
な

っ
た

伝
本

群

の
な

か

で
再
検
討

を
行

な
う
必

要
が
あ

ろ

う
。

そ

の
種

の
検

討

に
よ

っ
て
、

本

来

は

一
回
的

な

も

の
で
あ

る

は
ず

の
巡
礼

の
記
録

が
幾
度

も
転

写

さ

れ
、

他
書

へ
と
引

用

さ
れ

て
ゆ
く
特
殊

な
状

況

が
明
ら

か

に
な

っ
て

ゆ
く

は
ず

で
あ

る
。
第

二
に
、
本
書

が
度
会

家

に
蔵

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
経
緯

に

関

わ

る
問
題

で
あ

る
。

先

の
龍

門

文
庫

蔵

本

・
『
源

平
盛

衰

記
』

だ

け

で

な

く
、

『
七
大
寺

巡

礼
私

記
』

や

『東

大
寺

縁

起
絵

』
等

と

の
関

連

か

ら

浮

か
び
あ

が

っ
て
く

る
南

都

と
の
関

わ
り
、

さ
ら

に
そ

の
南
都

寺
院

圏

と

度
会
家

と

の
交
流

の
様
相

を
考

え
る

上

で
も
貴
重

な
事
例

と
位

置

づ
け

ら

れ

よ
う
。
第

三

に
、
神
宮

文
庫
蔵

本

に
計

六

ヶ
所

見

え
る

「私

注

」

に

つ

い
て
で
あ

る
。

そ

の
性
格

は
龍
門

文
庫

本

に
も

か

い
ま
み
え

る
も

の
で
あ

る

の
だ
が
、

本
書

の
ほ
う

が
よ

り
顕
著

で
あ

り
、

ま

た

「
私

注
」

と
し

て

で
は
な

く
既

に
本
行

に
と

り

こ
ま
れ

て
し

ま

っ
て

い
る
異
説

も

複
数

存
在

す

る
。

こ

の
こ
と

は
、

一
回
的

な
も

の

で
あ

る

は
ず

の
巡
礼

記

が
転

写
過

程

で
改
変

・
成

長
し

て
ゆ

く
様
相

を

示
し

て

い
る

の
み
な

ら
ず

、
縁

起
言

説

そ

の
も

の
が

「
語

り
ぐ

さ
」

の
移
動

・
変

化

や
時
代

状

況

の
変
化

に
応

じ

て
変

容
し

て
ゆ
く
事

情

を
も
写

し
取

っ
て

い
る
と
考

え

ら

れ
る
。

こ
の

よ
う

に
神
宮
文

庫
蔵
本

を

め
ぐ

る
問
題

は
多

岐

に
渡

る
が

、
本

稿

で
は
そ

う

い

っ
た
問
題

に
立

ち
入

ら
な

い
こ
と

に
す
る
。

第

一
の
観

点

に

つ
い
て

は
、

か

つ
て
伝

本
系
統

に

つ
い
て
考
察

し

た
以
後

も
、

同

志
社

大
学

本

の

紹

介
な

ど
も
あ

り
、
再

び
全

体
的

な
検

討
を

行

な
う

予
定

で
あ

る
。

ま
た

第

二

・
第

三

の
観
点

に

つ
い
て
も
別

に
稿
を

改

め
た

い
。

 

ま
ず
、

ら

示
す
。

[題
 
目
]

[所
 
蔵
]

[表
紙
等
]

[装
丁
等
]

[本
文
等
]

一
一

書
誌

現
表
文
書
の

『類
聚
神
舐
本
源
 
内
宮
別
宮
篇
』
の
略
書
誌
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(一三
五
二
)

『類
聚
神
舐
本
源
 
内
宮
別
宮
篇
』、
正
平
七
年
、
度
会
実
相

写
。

神
宮
文
庫
蔵
。
第

一
門
三
六
九
号
、
七
巻
七
軸
の
う
ち

一

軸
。
貴
重
本
。

外
題

『神
祇
本
源
/
内
宮
別
宮
篇
/
第
十
』

後
補
卵
白
色
間
似
合
紙
表
紙
、
右
肩

に
外
題
を
打
付
墨
書
。

巻
子
装

(『類
聚
神
舐
本
源
』
書
写
時
に
原
装
冊
子
を
改

装
)。

内
題

「類
聚
神
祇
本
源
/
○
内
宮
別
宮
篇
」

料
紙
、
楮
紙
。
天
地
、
二
七

・
四
糎
。
字
高
、
お
よ
そ
二

一3一



[奥
書
等
]

[そ

の
他

]

四

・
五
糎
。

第

一
紙

長

、

二

一

・
五
糎

(右
辺

破
損

の
た

め
推
定

)

第

二
紙
～

第

二
六
紙

長
、

三

八

・
○
糎

。
各

紙
中
央

に
折

り

痕

あ
り
。

墨
付

、
全

二
六

紙
。
傍

記
等

に
異

筆
有

。
朱
筆

に
よ
る
行

頭

の
圏

点
、

訂
正

等
有

。

奥
書

「正

平

七
年

駈
二
月

廿

日
書

写
畢

/
権

祢
宜

度
会

神

主

実
想

+

」

〔近
世
以
後
〕
の
裏
打
ち
修
補
あ
り
。
内
題
左
下
、
裏
打
ち

修
補
紙
上

(原
料
紙
破
損
部
)
に

「林
崎
文
庫
」
長
方
双
画

陽
刻
印
有
。
『神
宮
文
庫
所
蔵
和
書
総
目
録
』
12
頁

(戎
光

祥
出
版
、
二
〇
〇
五
)。

つ
い
で
現
紙
背
の

『
〔南
都
巡
礼
記
〕
』
の
略
書
誌
を
示
す
。

[題
 
目
]

[表
紙
等
]

[装
丁
等
]

[本
文
等
]

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(
=
二
五
二
)

『
〔南

都

巡

礼

記
〕
』
、

〔
正
平

七
年

以

前
〕
写

、

一
巻

一
軸

(原
装
冊

子
装

)

無

。

現
巻

子
装

。

一
巻

一
軸
。

原
装

冊
子

装

(袋

綴
)
。

〔近

世
以

後

〕

の
裏

打

ち
修
補

に
よ

っ
て
、
極

め

て
判

読
困

難
。

内

題
、
無

。
奥

書

、
無
。

第

一
紙
紙

背
、

墨
無

し
。

原
装

冊
子

の
裏
表

紙
見

返
し

に
あ

た

る

か
。

第

二
～

五
紙
紙

背

、

四
種

の
文

書

を
書
写
。

後
述

。

第

六
～

二
六
紙

紙

背
、

「
〔南
都

巡
礼

記
〕
」
。

第

二
～

二
六
紙

紙

背
、

文
書

四
種

も
含

め
、

本

文

一
筆
。

字

高

、

二
六

・
○

糎

。
朱
筆

無

し
。

一
紙
、
十

六
行

。

各
紙
中

央

に
折

り
痕

が
あ

り
、

原
装

(冊

子
装
)

に
復

す

れ
ば
半

葉

八
行
。

な

お
、
第

二
～

五
紙

紙
背

の
文
書

は
、

第

五
紙
紙

背

冒
頭

か
ら
第

二
紙

紙
背

半
葉

ま

で
順

に
継

が

れ
る
。

第

六
紙

紙

背

以
後

は
、
第

六

・
第

七

・
第

八
～
第

二

六
紙

の
順

に
継

が

れ
て

い
る
た

め
、
第

六
紙

の
右

に
第

七
紙
、

さ

ら

に
右

に

第

八
紙

が
継

が

れ
、
現

状

で
は
第

六
紙
紙

背
以

後

の
各
紙

の

排

列
順

序

が
逆

に
な

っ
て

い
る
。
第

六
紙

紙
背

以
後

は
、
各

紙

右

上

に
異

筆

で

「
記

】

(～

二
十
)

丁
」

と
記

さ
れ

、
元

来

の
排

列
順
序

を

知

る

こ
と
が

で
き

る

(第

二
六
紙

紙

背

の

右

上

は

巻

軸

に

あ

た

る

た

め
判

読

不

能
)
。

「
〔南

都

巡

礼

記
〕
」

本
文

は
興
福

寺
東

金

堂
条

か
ら

書

き
起

こ

さ

れ

(第

六
紙

紙

背

)
、
以

後

、
東

大

寺

・
法
華

寺

・
西

大

寺

・
招

提

寺

・
薬
師
寺

・
元
興
寺

・
大
安
寺

(半

ば

の
本

文

を
も

と

よ

り
脱

落

さ

せ

る
。
後

述

)
・
法

隆

寺

(末

尾
欠

。
第

二

六
紙

紙
背

)

の
各

寺
条

が

あ

る
。

 
第
二
～
第
五
紙
紙
背
に
記
さ
れ
る
文
書
四
種
は

『三
重
県
史
 
資
料
編

中
世
1
(下
)』
に
既
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『三
重
県
史
』
の

『類

聚
神
舐
本
源
』
紙
背
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
全
七
巻
。
巻
子
装
。
撰
者
は
度
会
家
行
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
正
平
三

 
 

(貞
和
四
・
=
二
四
八
)
か
ら
同
二
十
二
年

(貞
治
六
)
に
か
け

 
 
て
、
度
会
実
相
が
書
写
し
た
も
の
。
七
巻
の
う
ち
、
紙
背
を
有
す
る

 
 
巻
子
は
、

一4一



ω
 
「外
宮
御
遷
坐
篇
」
医
療
関
係
書
籍
で
、
袋
綴
じ
冊
子
を
解
体

 
し
て
料
紙
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
収
録
せ
ず
。

②
 
「禁
誠
篇
」
料
紙
に
は
歌
合
わ
せ
を
筆
写
し
た
書
物
を
使
用
し

 
て
い
る
。

⑧
 
「神
鏡
篇
」
(貞
和
四
年
書
写
)
七

・
八
号
文
書
は
、
こ
の
巻
の

 
紙
背
で
あ
る
。

ω
 
「内
宮
別
宮
篇
」
(正
平
七
年
書
写
)

一
号
か
ら
四
号
文
書
は
、

 

 
 

こ

の
巻

の
紙
背

で
あ

る
。

 

 
⑤
 

「
内
宮

遷

坐
篇

」
料
紙

と
し

て
袋

綴

冊

子

『
療

馬
雑

秘

抄
』

を

 

 
 
解

体
し

て
使

用
し

て

い
る
。

 

 
⑥

 
「
神
道

玄
蔵

篇
」

(正
平

八
年
書

写
)

五

・
六
号

文
書

は
、

こ

の

 

 
 
巻

の
紙
背

で
あ

る
。

 

 
ω
 

「
外
宮
別

宮
篇

」

こ

の
巻

に
は
、

紙
背

文
書

は

な

い
。

 

 
 
な

お
、

こ

の
他

は

『長

鍼
抄

』

の
冊
子

を
解
体

し

て
、
料

紙

と
し

 

 

て
使

用
し

て

い
る
。

 

「内

宮

別
宮

篇
」
紙

背

の

『
〔南
都

巡

礼

記
〕
』

に
は

言
及

が

な

い
。

一

～

四
号
文
書

の
推

定
文
書

名

を

『三

重
県

史
』

に
し

た
が

っ
て
以
下

に
示

す
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
(
一
一
七
五
)

 

一
、
延
暦
寺

僧

徒
等
解

案

(前

欠

。
安

元
元
年

八
月
。
第

五
紙

紙
背

右

 

 
葉

1
行

目
)
。

 

二
、
後
白

河
上

皇
院
宣

案

(安
元

元
年

八
月
。

第

五
紙
紙

背

左
葉

3
行

 

 
目
)
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(
一
一
四
七
)

 

三
、
鳥

羽

上

皇

院

宣

案

(久

安

三
年

七

月
。

第

四

紙

紙

背

左

葉

1

行

 

 
目
)
。

 

 
 

 
 

 

 
 

(
一
一
七
三
)

 

四
、
官
宣

旨
案

(承
安

三
年

。
第

三
紙

紙
背
左

葉

1
行
目

)
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
本
稿
の
翻
刻
の
と
お
り
、

一
・
二
号
文
書
が
延
暦
寺
関

連
、
三
号
文
書
が
舐
園
社
関
連
、
四
号
文
書
が
東
大
寺

・
興
福
寺
以
下
の

南
都
諸
寺
の
衆
徒
が
蜂
起
し
た
た
め
、
諸
国
の
南
都
諸
寺
荘
園
を
接
収
す

る
よ
う
に
ふ
れ
た
官
宣
旨
の
案
文
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
畿
内
の
寺

社
に
関
す
る
文
書
で
、
そ
の
点
、
申
状
な
ど
の
他
軸
の
紙
背
文
書
四
種
と

は

一
線
を
画
す
。
「〔南
都
巡
礼
記
ご

と

一
筆
で
記
さ
れ
る
文
書
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

白
紙

.

白

墾

四

← 号 ← ←文

書

三

← 号 ← ←文

書

第
4
紙

第
3
紙

第
2
紙

第
-
紙

ニ   ー 東   東 東
← 号 ← 号文  文 大 ← ← 金

寺   堂
 大← ← ←
 寺

書  書

 箭 雷 条 参
欠
)

第
7
紙

(記
二
丁
)

第6紙
(記一丁)

第
5
紙

巻
軸

法 大 法 法
← ← 隆 安  寺 寺← ← ← 隆   寺   隆← ← ←

   寺

麓 秀孚 蕎
欠
0

第
26
紙

第
25
紙

(記
二
+
丁
)

第
24
紙

(記
+
九
丁
)

 

「
〔南

都
巡

礼
記

〕
」

は

一
～

四
号

文
書

と

あ

わ
せ

て

一
冊

の

冊

子

で
あ

っ
た

と
考

え

ら
れ

る
が
、

略
書
誌

で
見

た
よ
う

に
原
態

を
大

き

く
損

ね

て

い
る
。

図

で
示
す

と
右

の
よ
う

に
な

る
。

 
第

一
紙

・
第

二
紙

の
状

況

か
ら
考

え

て
、

こ
の

二
紙

は
原

装

冊
子
本

の

末

尾

二
紙

で
あ

っ
た

と
推
定

さ
れ
、

し

た
が

っ
て
四
種

の
文

書

は

「
〔
南

都
巡

礼
記

〕
」

の
後
、

本
書

の
末

尾

に
合
写

さ

れ
て

い
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

一5一



 
本

書

の
欠
脱

と
想

定

さ
れ
う

る
箇

所

の
う

ち
、
比

較
的
規

模

の
大

き

い

も

の
は
、

A
～

G

の
計
七

箇
所

あ

る
。
そ

の
う

ち
の

二
箇

所

は
現
存
神

宮

文
庫

蔵

本

へ
と
改

装

さ

れ

た

と

き

に
生

じ

た
と

推
定

さ
れ

る

も

の

で
あ

る
。

欠
脱

部

A
は

「
〔南

都
巡
礼

記

〕
」

の
現

存
末

尾

で
あ

る
第

二
六
紙

と

文
書

部

分
冒
頭

の
第

五
紙

の
間

に
存

し
た

と
推
定

さ
れ

る
箇
所

で
あ

る
。

こ
の
部

分

に

一
号
文

書

の
冒
頭

だ

け
で
な

く
、
大
東

急
記

念
文

庫
蔵

本

に

は

見

ら

れ

る
法

隆

寺

条
後

半

部

・
当

麻
寺

条

・
長

谷

寺

条

・
新

薬

師

寺

条

・
超

昇
寺

条

・
蹟
文

・
奥

書

・
「
吉

備
大

臣
物

語

」

ま

で
も

が
書

写

さ

れ

て

い
た
可
能

性

も
あ

ろ
う
が

、
伝

本

に
よ

っ
て
は

こ
れ
ら
を
持

た
な

い

も

の
も

あ
り
、

推
測

の
域

を
出

る

も

の
で
は
な

い
。

欠
脱

部
B

は
興
福

寺

東
金

堂
条

に
先

立

つ

「
〔南

都

巡
礼
記

〕
」
冒

頭
部
分

で
あ

る
。

元
来

は
本

書

の
内
題

お

よ
び
巡

礼
次

第

・
春
日

社
条

・
興
福
寺

条
前
半

が

存
し

た
と

考

え
ら

れ
る

が
、
大

東
急

本

・
彰
考

館
本

な
ど

の

「
多
武

峯
本

系
統

」

に

は
春
日

社
条

以
前

は
な

く
、

や
は

り
そ

の
元
来

の
状
況

を
特
定

す

る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

欠
脱

部

C

は
第

一
五
紙

右

葉

七
行

目

の

「
此
寺

.
銀

.
カ

ワ

ラ

シ

テ

被

。
リ
.
ヵ
葺

一貞
観

,
日
照

。
解

。
流

落

。
ル
也

」

の
直

後

で
あ

る

(
西
大
寺

条

)
。
大

東
急

本

・
前

田
家
本

と
も

に

「其

後
只

.
瓦

二,.
葺
ヶ
リ
」

と

の

一
文

を

有

し

て
お

り
、
脱

文

と
見

な

さ

れ
る
。

た
だ

し
、

『
建
久

御

巡

礼

記
』

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

(
=
二七
五
)

が

引

用

さ
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
前

田
家

本

『
水
鏡

』

(永

和
元

年

釈
信

乗

識

語
、

弘
治

三
年
書

写
奥

)
称

徳
天

皇
条

で
は
、
神

宮
文

庫
蔵

本

と
同
じ

く

、

そ

の
後

に
通

常

の
瓦

で
葺

き
替

え

た

こ
と

は

記

し

て

い
な

い
。

ま

た
、
同

じ
称
徳

天
皇

条

に
記

さ
れ

る
西
大
寺

の
四
天
王

像
鋳
造

記
事

に
お

い
て
は
次

の
よ
う

に
あ

り
、

 

 
若

仏
徳

二
依

テ
今

生

ノ
移

リ

ニ
永

ク
女
人

ヲ
離

テ
仏

ト
成

ベ
ク

バ
。

 

 
銅

ノ
湯

玉
沸
上

湯
釜

ノ
中

へ
我

手

ヲ
入
ズ

ル

ニ
。

我
手

損

ゼ
ズ

タ

ぐ

 

 

レ
ズ

シ
テ
鋳

レ
給

へ
。

若
此
願

叶

ベ
カ

ラ
ズ

バ
我

手
焼

損

ズ

ベ

シ
ト

 

 
誓
給

テ
。

雪

ノ
如

ク
ナ
リ

シ
御

手

ヲ
忽

二
彼
湯

釜

二
入
給

シ

ニ
。
御

 

 
柳

モ
損
ゼ

ズ

シ
テ
。
世

経

ノ
凡
夫

ニ
テ
御

座
ザ

リ

ケ

ル
其

所

見
。
更

 

 

二
疑

所
無

リ

シ
御
事

ナ
リ
。

傍
線

部
分

を
、

そ

れ
ぞ

れ

「
今

度
鋳

事
成

,.
ム
」
「
此

度

ナ

ラ

セ
給

へ
」

と

す

る
大
東

急
本

・
前

田
家
本

よ

り
、
「
其

手
不

 
焼
損

一彼

像

ス

ミ
ヤ

カ

ニ

ナ

ラ

セ
給

へ」

と
す

る
神
宮

文
庫

蔵
本

の
ほ

う

が

一
致

度

が
高

い
と
言

え

よ
う

か
。

神
宮

文
庫
蔵

本

を
は

じ
め
と

し
た
南

都
諸
寺

院

の
縁

起

説

と
前

田
家

本

『
水
鏡

』

の
生
成

環
境

と

の
関

わ
り

に

つ
い
て
も

重
要

な

課
題

の

一
つ
で
あ

ろ

う
。

 
欠

脱
部

D

・
E

は
目
移

り

に
よ
る
も

の

で
、

D
第

二
五
紙

右

葉

三
行

目

～

四
行
目

「疫

国

二充

▼
人
民
皆

仏
像

ヲ
焼
,
罪
 

 
云
.
」

の
▼
部

分

に
、

大
東

急
本

で
は

 

 
人
民

可
絶

一是

不
依

馬
子

,
大
臣

,
仏
法

ヲ
崇

弘

一
耶

ト
奏

 

 
被

捨

 

 
件

.
仏

法

づ
斯

時
守

屋
大
臣

自
 

行

寺

.～破

捨

堂
舎

づ
仏

像

ヲ
捨

難

 

 
波

.
堀
江

略
此
時

又

天
無

雲

一降

雨

一天
皇

井
守

屋
俄

。
憂

 
疫

病

づ
国

 

 
内
無

不
病

之
者

一泣

叫

 
日

,
身

熱

,ト
如
焼

}痛

事

如

控

一
如

打

一

 

 
云

.
天
下

,

と

の
本
文

が

あ

る
。

ま

た
、

E
第

二
六

紙
右

葉

四
行

目

「
皇

子
井

。
大

▼

臣
朝

家

。
堂
舎
仏

像

,
競
.
作

ル
」

の

▼
部

分

に
は
、

「
詔
.
,.皇

子
井

大

臣
等

く

令

.
興
隆

セ
三
宝

づ
斯

時
王

臣
朝
家

堂
舎
仏

像
競

造
」

の
太

字

部
分

が

該
当

す

る
だ

ろ
う

。

 
欠

脱

部

F
は
、

大
安
寺

条

に
相
当

す

る
第

二
一二
紙

右

葉

三
行

目

「
太

子

用

明
天
皇

第

二

子
也

」

と
同

四
行
目

「
愛
沙

門
道
慈

ト
云
人
有

キ
」

と

の
間

一6一



の
箇
所

で
あ
る
。

こ
の
間

に
は
前

田
家
本

で
対
照

さ

せ
れ
ば

四
丁

弱
、

一

九

〇

〇
文
字

程
度

の
欠

脱
が

あ

る
。

な

お
、

神
宮

文
庫

蔵
本

と

一
致
す

る

度

合

い
の
高

い
本

文

を
引
用

す

る
龍

門
文
庫

蔵

『
南
都

山
階

寺
諸
寺

諸

院

私

記
』

に
、

こ
の
欠
脱

部
分

に
該
当

す

る
本

文

が
あ

る

こ
と
は
注

意
し

て

お
く
必

要

が
あ

ろ
う
。

 

欠
脱

部

G
は
、

同

じ
大
安
寺

条

の
末

尾
、

第

二
四
紙

右
葉

六
行

目
以
降

に
存
在

し

た
は
ず

の

「
弘
法
大

師
遺

告
」

の
残

り

の
部

分

で
あ

る
。
大
東

急

本

に

は
、

こ
の
箇
所

に
次

の
よ
う

に
あ

る
。

 
 

方

今
案

ル
ニ本

意
づ
吾

先
師

.
御
寺

大
安
寺

是
勝

地
 

、
先
師

嘗

地

被

 
 

建

立

一也

須
 

 
吾
弟

子
後

生
門
徒

等
以

彼
寺

一為
本

寺

一
仕
奉

尺
迦
大

 
 

師

一彼

.
中

 
以
西

塔
院

一
為
根
-
本

曲

一文

 

大
安

寺
条

F

・
G

の
欠

脱

に

つ
い
て

は
、

目
移

り
を
起

こ
す
可
能

性

が

低

い
本

文

で
あ
り

、
あ

る

い
は
本
文

の
簡
略

化
を

目
指

し
た

可
能

性
も
考

え
ら

れ
、

「
〔南

都
巡

礼

記
〕
」

の
書

写

時
、

ま

た

『類

聚

神

舐

本

源
』
書

写

の
た

め
に
原
装

冊

子
本
を
解

体
し

た

と
き

の
い
ず

れ

で
も

な
く

、
「
〔南

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15
)

都

巡
礼

記

〕」

の
底

本

の
段
階

か
ら
あ

っ
た
欠
脱

で
あ

る
と
推

定

さ
れ

る
。

 

い
ず

れ

に
し

て
も
、

こ
れ

ら

の
よ

う

な
欠

脱

が
見

ら
れ

る

こ

と

は
、

『
建
久

御

巡
礼
記

』
研
究

の
み
な
ら

ず
、
縁

起
言

説
研

究

の
進
展

に
と

っ

て
残
念

な

こ
と

で
は
あ

る
。

し

か
し
な
が

ら
、

そ

の
脱

文

の
様
相

が
伝

本

系

統
論

を
伸

長

さ
せ

る
は
ず

で
あ

る
し
、

さ
ら

に
な

に
よ

り
、
神

宮
文
庫

蔵

本

に

は
他

の

『
建
久

御
巡
礼

記
』

伝
本

に
は
見

ら

れ
な

い
独
自

言
説

が

多

数
記

さ

れ
て

い
る

こ
と

は
極

め

て
重
要

な
問
題

を
提
起

す

る

は
ず

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
本
稿

末

尾

に
神
宮

文
庫

蔵
本

の
独
自

異

文

の
箇

所

、

お
よ
び

龍
門

文
庫

本

の
独
自

異
文
を

列
記

し

つ

つ
、

そ

の
関

係
資

料
を
摘

記

し

て

お
き
た

い
。

な
お
、
招

提
寺

条

に
含

ま

れ
る
記

事

の

い
く

つ
か
は

前

田
家
本

を

は
じ

め
と
し

た
流
布

本
系
統

の
本
文

に
依
拠

し
た

も

の
と
考

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(16
)

え

ら

れ
る
が

、
そ

れ

に

つ
い
て
は
別
稿

を
参

照

さ
れ
た

い
。

注(1
) 

『建
久
御
巡
礼
記
』
と

の
書
名

は
近
世
写

の
内
閣
文

庫
本

の
後
補
外

題

に
よ

 
 
る
も
の
。
中
世
期
に
お
け
る
本
書
の
題
目

に
は
、
「南

都
巡
礼
記
」

(前
田
家
本

 
 
原

装
仮
表
紙
に
打
付
墨
書

。
乾
元
二
年
写
)、

「七
大
寺
巡
礼
記

」

(『法
華
滅
罪

 

寺

縁
起
』
内
の
注
記
。
嘉

元
二
年
本
奥
書
)
等

の
例
が
あ

る
。

以
下
、
本
書

の

 

総

体
を
指
す
際

に
は
、

『国
書
総

目
録
』

に
も
採

ら
れ
、
広

く
通
行

し
て

い
る

 
 

『建
久
御
巡
礼
記
』
と
仮

に
呼
ぶ
こ
と

に
す

る
。

(2
) 

後
藤
丹
治

「建
久
御
巡

礼
記
の
成
立
と
宇
治
拾
遺
物
語
」

(『中
世
国
文
学
研

 

究

』
磯
部
甲
陽
堂
、

一
九

四
三
↑
初
出

一
九
三

一
)

(3
) 

「神
宮
司
廉
所
藏
類
聚
神
祇
本
源
裏
/

七
大
寺

縁
起

。校
合

.
朱
字

ヲ
加

./
大

 
 
正

十
年
十
月
十
九
日
」
と
の
朱
字
校
合
識
語
が

み
え

る
。

(4
) 

中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
二
。

こ
れ

に
先
立

っ
て
旧
版

『校
刊
美
術
史

 

料

』
二

・
三
輯
が

一
九
五
〇
年

に
刊
行
さ
れ

て
い
る
が
、

旧
版

は
天
理
図
書
館

 

保

井
文
庫
蔵
本
を
底
本

と
し
、
前
田
家
本
と

の
部
分
的
な
校

異
が
示
さ

れ
る
の

 
 
み
で
神
宮
文
庫
本

の
本
文

は
引
用
さ
れ

て
い
な

い
。

(5
) 

野
口
博
久

「「建
久
御
巡
礼
記
」
諸
本
略
説

」

(『説
話
』

一
号
、

一
九
六
八
)

(6
) 

野
口
博
久

「「建
久
御
巡
礼
記
」
諸
本

の
系

統

に
つ
い
て
」

(『
説
話

』

二
号
、

 
 

一
九
六
九
)

(
7
) 

大
橋
直
義

「『建
久
御
巡
礼
記
』
の
基
礎
的
研
究
1

「前
田
家
本
系
統
」
の

 
 
再
検
討
」
(『国
語
国
文
』
七
四
巻
三
号
、
二
〇
〇
五
)。
前
田
家
本
は
、
天
理

 
 
図
書
館
蔵

『大
和
寺
集
記
』
所
引

「巡
礼
記
」
・
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ

 
 
ン
タ
ー
蔵

『後
鳥
羽
院
御
順
礼
記
』
・
醍
醐
寺
蔵

『日
域
諸
寺
私
記
井
諸
社
』

 
 
所
引
本
な
ど
と
同
類
の

「流
布
本
系
統
」
と
称
す
べ
き
伝
本
群
の

}
類
で
あ

 
 
り
、
内
閣
文
庫
本
は
大
宮
家
本

・
無
窮
会
神
習
文
庫
本

・
蓬
左
文
庫
蔵

『元
要

 
 
記
』
所
引
本
と
同
類
の
伝
本

(「春
日
社
系
統
」)
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

 
 
た
。
な
お
大
宮
家
本

に
つ
い
て
は
内
田
濡
子

「大
宮
家
蔵

『御
巡
礼
記
』
解

 
 
題

・
翻
刻
-

『建
久
御
巡
礼

記
』

の

一
伝
本
」

(『巡
礼
記

研
究

』

一
集
、

二
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○
〇
四
)
・
同

「春
日
社
に
お
け
る

『御
巡
礼
記
』
の
書
写
」
(『説
話
文
学
研

 

究
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
五
)
参
照
。

(8
) 
大
橋
直
義

「阪
本
龍
門
文
庫
蔵

『南
都
山
階
寺
諸
寺
諸
院
私
記
』
翻
刻
と
考

 
 
察
-

神
宮
文
庫
本

『建
久
御
巡
礼
記
』
と

『
源
平
盛
衰
記
』
所
収
縁
起
と
の

 
 
関
連
」

(『巡
礼
記
研
究
』

二
集
、

二
〇
〇
五
)

(9
) 
大
橋
直
義

「
『建
久
御
巡
礼
記
』
の
基
礎
的
研
究

・
ニ
ー

神
宮
文
庫
本
系

 
 
統

の
再
検
討
」

(『藝
文
研
究
』
九

五
号
、

二
〇

〇
八
)
を
参
照

の
こ
と
。

(10
) 
竹
居
明
男

「同
志
社
大
学
文
学
部
所
蔵

『建
久
御
巡
礼
記
』
写
本
ー

影
印

 
 
と
略
解

題
」

(『博
物
館
学
年

報
』
三
八
号
、

二
〇

〇
七
)
。
同
志
社
大

学
本

は

 
 
注

(7
)
の
拙
稿

で

「春
日
社
系
統
伝
本
」

と
分
類

し
た
、
大
宮
家
本

・
内
閣
文

 
 
庫
本

・
無
窮
会
神
習
文
庫
本

と
同
系
統

の
伝
本

で
あ
る
が
、
そ

の
形
態

に
興
味

 
 
深

い
点
も
あ
る
。

(11
) 

三
重
県
、 
一
九
九
九
。

(12
) 

す

で
に

『三
重
県
史
』

に
翻
刻
さ
れ

て
い
る
が
、

一
部
誤
り
も
認
め
ら
れ
た

 
 
た
め
、
ま
た
元

々

一
冊

の
冊
子

で
あ

っ
た
こ
と
を
鑑

み
、
あ
ら
た
め
て
翻
刻
を

 
 
示
す

こ
と
に
し
た
。

(13
) 

新
訂
増
補
国
史
大
系
本

に
拠

っ
た
。

(14
) 

前

田
家
本

『水
鏡
』

の
奥
書

に
は

「南
都

元
興
寺
之
観
音
堂
之
後
戸
之
辺
」

 
 

「新
薬
師
寺
迎
摂
坊
」
「
大
和
国
磯
上
郡
法
貴
寺

ノ
坊
舎

ノ
内
其
坊
号
地
蔵

院
」

 
 
等
が
書
写
の
場
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
多
田
圭
子

「水
鏡
の
受
容
ー

前
田

 
 
家
本
と
中
世
南
都
を
め
ぐ

っ
て
」

(『歴
史
物
語

講
座

 
第
五
巻
 
水
鏡
』
風
間

 
 
書
房
、

一
九

九
七
)
同

「『水

鏡
』
前
田
家
本

の
独
自
記

事
と
南
都
信

仰
圏
」

 
 

(
『中
世
文
学
』

四
〇
号
、

一
九
九
五
)
参
照
。

(15
) 

D
～
G

の
欠
脱
部
分

は
、

二
三
紙
～

二
六
紙

の

い
ず
れ
も
右
葉

四
～
五
行
目

 
 
に
起

こ

っ
た
現
象

で
あ

る
。
あ

る
い
は
底
本

の
段
階
で
何
ら
か

の
破
損
等

が
起

 
 
こ

っ
た
可
能
性
も
あ

る
か
も

し
れ
な

い
が
、

こ
の
よ
う
な
現
象
を
導
く
原
因

と

 
 
は
何
だ

っ
た

の
か
と
い
う
点

に

つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な

い
。

し
か
し

 
 
な
が
ら
、
や
や
奇
妙
な
現
象

で
あ

る
の
で
覚
書

と
し
て
記
し

て
お
く
。

(16
) 

前
掲
注

(9
)論
考
参
照
。

 
原
本
の
閲
覧

・
調
査
に
際
し
、
黒
川
典
雄
先
生
を
は
じ
め
、
神
宮
文
庫
文
庫
員
の

方
々
に
多
大
な
る
便
宜
を
は
か

っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ

る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

[
翻
刻

凡
例

]

・
原
本

に
は
異
体
字

、
合

字
な

ど
が

ま
ま

見
ら

れ
る

が
、

通
行
字

体

に
あ

ら
た

め

た
。

・
各
紙

に
お
け

る
字

配

り
は
原

態

に
そ
く

す
よ

う
努

め
た
。

・
通
読

の
便

宜
、

お
よ
び

原
態

の
冊

子
装

の
状
況

を
復

原

す

る
た

め
、
第

六
～

二

六
紙

は
排

列

順
序

を
逆

に
し
、

そ

の
あ
と

に
第

五
～

第

一
紙
紙

背

の
文
書

四
種

を
置

い
た
。

・
口

は
判
読

不
能

の
文
字

を

示
す
。

・
■

は
原
本

に
ま
ま
見

え
る
墨

滅
。

・
〔

〕

の
中

の
文

字

は
推

定

。

・
(

)

に
示
し

た
傍
注

は
三

重
県
史

に
よ
る
推

定
。
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記

一
丁

 
 
 
 
東
金
堂

此
御
堂
ハ神
亀
三
年
踊
秋
七
月
聖
武
天
皇
大
政
天
皇
元
正
天
皇

聖
武
天
皇
伯
母
御
悩
.時
寝
膳
平
安
ノ
ヲ
ム
タ
メ
ニ
薬
師
.像
.造
...給
ヘリ

後
戸
.金
銅
尺
迦
観
音
虚
空
蔵
御
坐
。.太
子
伝
云
.敏
達
天
皇
他
田
宮

御
宇
.時
即
位
八
年
妃
冬
十
月
新
羅
国
。リ仏
像
ヲ此
ノ朝
.奉
渡
シ送
一太
子
申

給
バク
西
国
ノ聖
人
尺
迦
牟
尼
仏
ノ遺
像
ナリ末
世
.是
ヲ敬
ヒ奉
.
ハワ
サ
ワ
イ
ヲ
ケ
シ

テ
サ
イ
ワ
イ
ヲ
カ
フ
ル
コ
レ
ヲ
シ
ノ
ケ
ハ
則
ワ
サ
ワ
イ
ヲ
マ
ネ
イ
テ
命
ヲツ
・
ム
ト

申
給
.。
ハ天
皇
聞
食
.安
置
供
養
.奉
リ給
今
此
ノ御
堂
後
戸
.伝
バリ

記
一
〒

聖
武
天
皇
天
平
十
五
年
隷
十
月
十
五
日
菩
薩
ノ本
願
ヲ発
サ
セ給

.盧

舎
那
仏
ノ金
銅
ノ像

一
躯
イ

マ
イ
ラ
セ
ム
ト
願
ヲ
発
サ
セ給
天
下
ノ
冨
ア
ル
ハ
朕
也

天
下
.勢

ア
ル
ハ
朕
也
此
ノ冨
与
勢
ヲ
モ
チ
テ
彼
ノ尊
像
ヲ造
..ム
..コ
ト

ハ
リ
ヤ
ス

ク
シ
テ
心
イ
タ
リ
カ
タ
シ
人
.
財
 
不
奪

一人
.心
ヲ
モ不
 
破

一諸
知
識
ヲ
モ
テ
我
ト
同
ク

盧
舎
那
仏
ヲツ
ク
ル
ト
ヲ
モ
ハ
シ
ム
ト
ナ
リ
草

一
本
土

一
ニ
キ
リ
ヲ
モ
ク

ワ
ヘ

ツ
ク
ラ
バ
サ

マ
タ
ケ
ル
事
ナ
カ
レ
ト
宣
旨
ヲク
タ
サ
レ
シ
ナ
リ
始
天
平
十
五
年

隷
十
月
十
五
日
近
江
国
志
賀
京
二..始
メ..イ
サ
セ
給
.。
ナ
ラ
セ
給

ハ.同
十
七
年

配
八
月
廿
三
日
大
和
国
添
上
郡
ラ
.
ハ
シ
メ
イ
サ
セ
給
.三
ヶ
年
.八

ヶ
度

.ナ
ラ
セ

留
。リ給

ヘリ

 
私
云
此
ノ仏
像
ハ日
本
此
朝
。仏
像

ハ始

.渡
給
..最
初
.金
銅
ノ霊
像
也

 
而
治
承
四
年
十

二
月
廿
八
日
寺
炎
上
時
諸
堂
皆
成
.炭
灰
略
灰
ノ

 
中
.御
身
御
坐
.井
.脇
士
等

焼
失
..縷
力。御
頭
ハ如
.,.元
.残
。リ御
坐
.

 
而
.灰
.中
。リ取
出
奉

.セ,.今
御
身
脇
士
等
.鋳
継
奉
ルナリ
サ
シ
モ
ノ
炎
上
.

 
中
。御
頭
許
ヲ
ノ
コ
シ
ト

・
メ
マ
シ
く

ケ
ル
末
世
.利
生
済
度
.為
ト
.ソ申

 
伝
ケ
レ
御
頭
。リ
カ
ミ
ハ
本
形
ラ
.
マ
シ
マ
ス
也

 
 
 
 
東
大
寺

」
第
六
紙

給

.也
天
皇
此
ノ像

ヲイ
サ
セ
給

.ヌ
ル

ヘ
キ
金
ナ
ク
テ
金
峯
山
二祈
リ
申
サセ

給
ケ
.
ハ蔵
王
大
菩
薩
示
.宣
バク此
.山
.金
ハ弥
勒
下
生
.世
.可
用
↓金
也
我

ハ只
守

護
仕
許
也
近
江
国
志
賀
郡
河
辺
。漁

嬰
巌

上
.居
 
其
ノ巌
.
上
.如

意
輪
観
音
ノ像
ヲ造
リ
居
へ奉
..祈
 
給

ヘト
示
.給

ヘリ天
皇
良
弁
僧
正
ヲ遣
シ
..如
ク

示
誘
彼
.像
.造
奉
リ
.祈
ワ申
サセ給

ヘリ
其
時
陸
奥
国
.リ金
.奉
.リ侃
改
元
有

.天

平
勝
宝
ト云
キ彼
ノ寺
..今
.
石
山
ノ観
音
ト
..第

一
ノ霊
験
所
ト申
伝
タ
.

天
皇
此
.寺
ヲ作

.セ給

.行
基
菩
薩

。宣

バク
寺
ヲ供
養
セ
ムト思

。菩
薩
ヲ講
師
トセ
ム
ト

思
ヘリト宣
.菩
薩
申
給

バク行
基
大
会
.講
師
ト
セ
ム

ニ
ア
タ

ハ
シ
異
国
.リ
一
人
.

」
第
七
紙
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記
三
丁

聖
人
来

ヘ
シ
ソ
ノ
会
.期
.
ノ
ソ
ミ
テ
奏
...日
ク
異
国
ノ
聖
人
今
可
相
向
↓
申

給
天
皇
奏
ニ
ヨ
リ
テ
即
勅
ヲ下
.,.菩
薩
与
九
十
九
僧

一井
。治
部

玄

番

雅
楽
ノ
三
司
ヲ
ヒ
キ
ヰ
テ
津
国
難
波
浦

.イ
タ
リ
テ

ハ
マ
ノ
ポ
ト
リ

ニ

音
楽
ヲ
調
.相
待

給
ヶ
リ行
基
菩
薩
ハ百
僧
.末
へ
.加

ハ..セ給

ヘリ
關
伽
ヲ備

.香
ヲ

焼
キ花
.
モ
リ
テ
海
.浮
..
此
.
關
伽
.花
江
海
。浮

.西
ヲ
サ
シ
テ
淡
路
.
セ
キ
ノ

方
へ漸
.去
ル暫
.
ト
バ
カ
リ
有
ル程
.小
船
浪

。浮
....漸

ク来
リ
向
.此
.
ウ
カ

ヘ
タ
リ
ツ
ル

關
伽
柳
.次
第
不

乱
ル此
.船
.前

浮

.向

へ来
.リ
岸
。ツ
キ
テ
後

一
人
.梵
僧

陸

上
 
行
基
菩
薩
.御
手
ヲ取
リ..和
歌
ヲ
唱
.日
ク

 

加
毘
羅
衛
。昔
別
.シ
日
本
.文
殊
ノ御
只
合
見
都
留
賀
奈

 
 
 

行
基
菩
薩
.返
歌
。日

 
 
霊
山
.尺
迦
.御
前
。相
見
..真
如
不

朽
号今
日
見
都
留
賀
奈

彼
難
波
.百
僧
ノ
ハ
テ
ニ
烈
 
給
ヶ
ル。天
竺
波
羅
門
僧
正
カ
キ
ツ
ケ
テ
行
基
.

ト
モ
カ
ク
宣
。
ヶム浅
猿
ク恭
ナ.此
.時
行
基
菩
薩
ノ宣
ハク異
国
.聖
人
此
南
天

竺
ノ波
羅
門
僧
正
名
是
菩
提
ナリ
ト宣
.キ大
施
主
ノ聖
武
天
皇
ハ救
世
観

音
良
弁
僧
正
ハ弥
勒
菩
薩
波
羅
門
僧
正
.普
賢
菩
薩
行
基
菩
薩
ハ文

殊
也
力
様
ノ権
者
達
.集
リ..作
リ
供
養
セ
...シ
ナリ

」
第
八
紙

記
四
丁

開
眼
導
師
 
菩
提
僧
正
 
講
師
機
鱒
擁
師
 
読
師
延
福
禅
師

呪
願
大
唐
ノ道
溶
律
師

古
老
伝
云
聖
武
天
皇
奈
良
京
平
城
宮
。御
坐
.
、時
東
山
半
.大
ナル櫟
.

木
ノ本
.僧
正
良
弁
.
童

行
者
ト
シ一.草
.庵
ヲ結
...ツ
チ

ニ
テ
ツ
ク
リ
タ
ル
執
金

剛
神
ノ像
ヲ安
置
.,.ソ
ノ

ハ
キ
ニ
ツ
ナ
ヲ
ツ
ケ
テ
拝

度

引
キ
ハ
タ
ラ
カ
シ
テ

聖
朝
安
穏
増
長
宝
寿
ト
唱
.其
.音
幽
。帝

御
耳
.聞

ヘヶリ又
彼
.執
金

剛
神
.
ハ
キ

ヨ
リ
金
色
.光
明
出
.
内
裏
ヲ照
。
ヶリ天
皇
驚

.即
御
使
ヲ遣
.
..

尋
サ
.給
.
。勅
使
尋
イ
タ
リ
テ
先
其
.名
.問
.我
ヲ
ハ金
鐘
行
者
ト
云
.此
.所

ハ此
.

殊
勝
.霊
窟
也
伽
藍
立
..仏
法
ヲ
興
隆
.
ムト思
.
.私
.力
不
及

一其
功
ヲ帝

王
.御
力
可
.ト有
肺申
ヶ
リ勅
使
返
参
リ,.此
.
由
ヲ奏
.申
.天
皇
聞
食

.一.大
伽
藍
ヲ

立

..仏
法
ヲ弘
.
ムト思
食
.立
.彼
.大
ナル櫟
.
木
ハ去
天
永
四
年
九
月
。
マ
ロ
ヒ
畢
.又
古
老

伝

云
金
鷲
行
者
霊
験
殊

.勝

.時
天
下
.人
皆
崇
.
,.大
仏
殿
作
リ

奉

ルヘキ議
有
リ.時
大
仏
殿
.
正
面
以
東
金
鐘
行
者
.正
面
以
西
ハ辛
国
.行

者
ノ
領
也
彼
.辛
国
ノ行
者
奏
申
.
日
ク僧
ヲ帰
依
.ル
,ト可
依
験
く何
ソ強

金
鐘

行
者
.、、、可
被
帰
依
地早
ク召
合
セ
,.我
ト験
ヲ
ク
ラ

ヘ
テ
其
.依
.勝
負

～徳
ヲ

ア
カ
メ
ラ
レ
テ
寺
ヲ
モ
タ
テ
ラ
レ
ム
ト
申
.
イ

ハ
レ
ア
レ
ハ
公
家
。二
人
ノ
行
者
ヲ

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
」
第
九
紙

一10一



記
五
丁

召
合
.一.験
ヲ
ク
ラ
フ
干
時
各
呪
ヲ諦

.加
持
.
ル.辛
国
.行
者
.方
。リ大

蜂
飛
来
.

数
万
力程
金
鐘
行
者
ヲサ

・
ム
ト
ス
又
金
鐘
行
者
.方
.リ
ハ大
鉢
飛
来
.蜂
ヲ

打
殺
ムト
.其
ノ蜂
散
失
ヌ彼
.鉢
辛
国
.許
ト.寄
リ,.是
ヲ誠
メ是
ヲ責
ム愛
辛
国

行
者
大
.怒
,.寺
ノ敵
ト成
リ..度

々
寺
.仏
法
.失
ヘリ此
事
カ
ク
イ
ヒ
ツ
タ

ヘ
タ

レ

ト
モ
本
文
不
見

一但
寺
ノ絵
都
.気
比
ノ明
神
.辰
巳
.角
。辛
国
.堂

有
リト注
。リ
今
見

。其
ノ
ツ
メ
イ
シ
マ
コ
ト

ニ
ア
リ
大
仏
殿
.
西
廊
。リ下
.
。松
生
タ
ル

所
也

要
録
第

四
諸
章
云
凡
大
伽
藍
為
寺
躰
花
台
大
像
ハ猶
若
金

記
六
丁

又
供
養
ノ時
元
興
寺
。リ奉
リケル和
歌
献
 
 
造
花
づ副
タル也

 
 
比
美
加
之
乃
夜
万
比
遠
岐
与
美
通
井
々
世
流
盧
舎
那
保
度

 
 
介
遽
波
那
多
天
万
都
留

 
 
乃
利
乃
裳
度
波
那
佐
岐
遡
多
利
計
布
与
利
波
保
度

 
 
介
乃
美
乃
利
佐
加
江
多
万
波
舞

 
 
美
那
毛
度
乃
々
利
乃
於
古
利
之
度
布
夜
度
阿
須
加

 
 
乃
天
良
乃
宇
多
々
天
万
都
留

 
 
 
御
作

山
栴
檀
大
慶
宛
似
須
弥
宝
閣
高
構
裏
起
風
雲
壇
楼
特

疎
表
構
日
月
大
虚
蓼
廓
譲
其
広
山
岳
弩
崇
漸
其
直

下
宴
惟
広
博
殊
特
心
言
不
及
浄
満
宝
刹
法
界
道
場
也
不

運
普
賢
元
尽
之
行
自
詣
蓮
花
蔵
之
宝
殿
不
開
文
殊
大
智

之
悟
面
見
盧
舎
那
之
境
界
挙
目
謄
仰
恒
沙
罪
障
一念
能

消
低
頭
恭
敬
塵
煩
悩
一時
能
滅
見
聞
覚
知
皆
入
法
界
礼

讃
結
縁
尽
出
塵
労
自
非
本
願
聖
皇
之
力
我
等
何
預
此

大
利
益
等
云
々

」
第

一
〇
紙

宇
留
波
之
度
和
加
毛
布
岐
美
波
古
礼
度
利
天
美
加
度
加
与

波
世
呂
津
与
万
天
通

 
 
此
寄
共
ハ元
興
寺
.
綱
封
倉
ト申
倉
.内
.被
 
籠
づ牙
笏
。注
置
ケ
ルナリ

此
寺
。三
月
十
四
日
恒
例
法
会
.,.華
厳
会
ト申
.大
会
.行
ナ.
大

仏
殿
ノ中
.高
座
ヲ立
..講
師
ノ登
,.花
厳
経
ヲ講
奉
ル但
講
師
会
ノ中

間
.高
座
.リ
ヲ
リ
テ
堂
.後
戸
.リ
カ
イ
ケ
ツ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ニ
ケ
出
ル也
其
ノ発
リ
ハ

古
老
伝
云
御
堂
.建
立
.始
メ
.有
売
鯖

翁

愛
大
願
聖
皇
召

留
之
づ為
大
会
ノ講
師
外所
売
一鯖
置
経
台
ノ上
 .変
.成
ル八
十
巻
.

」
第
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記
七
丁

花
厳
経
↓
即
講
説
之
づ間
多
嚇
梵
語
づ法
会
.中
間
。出
。リ高
座
忽

.

然
モ失
畢
ト
云
ヘリ

又
云
有
リ鯖
売
翁
一以
,.杖
ワ荷
.鯖
八
十
づ其
ノ鯖
変

.成
ル八
十
巻
.華

厳
経
外
件
ノ杖
.木
大
仏
殿
ノ内
.東
.近
廊
ノ前

.槌
立
.地
中
.～而
ル間
忽
。生

.

枝
葉
一即
成
ル樹
木
外是
白
身
木
也
今

ハ興
藍

興

廃
 
 可
随
此
.木
.

栄
へ枯
ル。
二文

講
師
迄
此
.比

一中
間
.高
座

.リ下
リ
..後
 
書
消
様
。...出
 

是
ヲ学
ナリ
此
.
鯖
ヲ

荷
.杖
.木
此
.迄

ハ三
十
余
年
】葉
青
ク
栄
タリ
キ枯
,.後

カ
ラ
木

ニ
テ
タ
テ

記

八
丁

興
福
寺
。可
キ移
行
一宣
旨
下
リ..会
式
ヲ彼
寺
。被
.移
↓後
チ西
向
 
作
居
タリ
.

浄
名
居
士
我

辰
巳
.方
.居
向
..山
階
寺
.方
ヲ
コ
ヒ
タ

マ
ヘ
リ
今
。
カ
ク
テ

興
福
寺
.方
へ向
.給

ヘリ哀
ナ
ル事
也
棟
殿
..彊
ア
ラ
ワ
ニ
壇
崩
 
扉
傾
.ヶリ

春
.朝
雨
不
止
一秋
ノ暁
風
サ
ワ

ル
ナ
シ
暑

.
,.ツ
ク
レ
ル
燈
鍾
.浅
猿
ク

成

。ケ
リ
此
寺
ヲ
ハ尼
寺
ト名
ク本
願
.御
時

。リ
尼
ヲ三
綱

補

.置
カル其
.流
今
.
不

絶

一中
比

ハサ
ケ
尼
ナ
リ
近
来

ハ偏
.女
人
ナ

レ
ト
モ
上
座
寺
主
ト
云
..各
寺
領
ヲ

ワ
カ
チ
シ
ル
ナ
リ

此
寺
.鳥
居
.東
南
。幾
 
去
.,.田
.
中
。松
木

一
本
生
。ル所

ア
リ
是
昔
.

リ
シ
カ
此
ノ度
ノ炎
上
二焼
失
セ
タリ

 
 
 
今
度
炎
上
ト
ハ治
承
四
年
十
二
月
廿
八
日
平
家
太
上
入
道
也
軍

 
 
 
兵
与
大
衆
合
戦
ノ時
ノ炎
上
也
私
記
之

 
 
 
 
法
華
寺

此
寺

ハ光
明
皇
后
.御
願
也
東
大
寺
.大
仏
殿
ノ内

へ女
人
ノ
ミ
ト
シ
テ
エ

イ
ラ
セ
タ

マ
ハ
ヌ
ヲ
本
意
ナ
カ
ラ
セ
給
.ア心
ノ
マ
・
ニ
ト
テ
ツ
ク
ラ
セ
給

ヘリ
其
ノ

ニ
ノ寺
.間
ハ十
五
町
也
彼
ノ
大
路
.北
南
ニ
バカ
モ
ノ
毛

ノ
御
屏
風
.立
..ソ西

東
ノ御
寺
ノ御
巡
礼
ハ侍
ケ
ルナリ
此
ノ金
堂
.=.昔
維
摩
会
ヲ被
 

行
一此
瑚
ヲ
ハ悪

」
第

一
二
紙

阿
閤
寺
.跡
也
東
大
寺
法
花
寺
加
様
.寺

々
作

...給

.後
我
皆
功
徳

作
ミ
テ
ツ
ト
思
食
ケ
ル
。空
中
二音
有
.告
,.云
ク汝
功
徳
未

満
一キ

コ
エ

后
ノ
日
ク何
事
カ
ツ
ク
ラ
ヌ
功
徳
.候
ト答
給
ヶ
.
ハ温
室
ノ功
徳
也
ト告
ケリ
サ
テ
彼
ノ

所
。湯
屋
ヲ立
..、湯
ヲ
沸
サ
セ給
.今
日
始
..湯
ア
ミ
ム
モ
ノ
ア
ラ

バ
我
.自

.

垢
ヲ
ス
ラ
ム
ト
誓
セ給
ヶリ
カ

・
ル
ポ
ト

ニ
清
水
坂
.
モ
ノ

・
ユ
・
シ
ケ
ナ
ル

一
人
出
来
.
ハ
ヰ
ヲ
リ
テ
無
左
右
湯
ア
ミ
ケ
リ
カ

・
ル
元
差
ノ功
徳

ナ

レ
ハ
イ
カ

ニ
ト
モ
イ
ウ

ヘ
キ
ナ
ラ
テ
ミ
ヰ
タ
マ
ヘ
ル
ホ
ト
ニ
ハ
テ
ニ
ハ
ト
ク
く

后
我
力垢
ス
リ
給
ヘト申
ヶ
リ皇
后
思
食
煩
給
ケリ
サ
レ
ハ
コ
レ
カ
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記
九
丁

申
ケ
ル
様
若
我
垢

ス
ラ
セ
タ

マ
ワ
ス
ハ
元
差
.大
願
ハ破
.ナ
ム
ス
人
.不

可
依
外申
ヶ
.ハ理
セ
メ
ラ

レ
テ
御
手
ヲノ

ヘ
テ
恭
クケ
カ
ラ

ハ
シ
ク
キ

タ
ナ
キ
ヲ
ネ
ウ
シ
テ
ス
ラ
セ
給

.被
ル
、仰

一様
我
自

垢
ス
リ
ツ
ト
人

.

カ
タ

ル
ナ
ト
被
仰

一ケ
レ

ハ
コ
ノ
カ
タ
イ
申
様
我
阿
閤
仏
此
ノ所
。来
..

湯
ア
ミ
ツ
ト
被
ルナト
仰
一宣

..光
ヲ越
.酸
 
 

空
へ登
..給
.此
.時
皇
后
名
残
ヲ恋

悲
給
.其
ノ湯
屋
ヲ
寺
。成
...阿
閾
寺
ト
名
ケ
..ト

・
メ
サ
セ
給
タリ
.昔
.跡
是
也

 
 
 
 
西
大
寺

此
寺
ハ平
城
宮
.御
宇
孝
謙
皇
帝
融
騨
御
願
也
扶
桑
記
ノ第

記
+
丁

天
宮
ト名
 
僅
.
ツ
メ
石
許
リ残
リ
内
ニ
ハ弥
勒
.内
院
.様
ヲ被
 
 
造
一堂
破
ル
、刻

彼
天
衆
ノ像
ヲ
ハ食
堂
。渡
安
置
今

。有
リ
ア
ヤ
シ
ク
目
出
タキ造
リ也
未
タ作
リ

ハ
テ
サ
セ
タ

マ
ハ
サ
リ
ケ
ル
春

二
月
ノ比
天
皇
.夢

.兜
率
天
衆
四
人
来

.

申
サク七
月
其
日
必
.来

.汝
ヲ迎
へ奉

.ン
ト告
ケ
申
キ天
皇
驚
カセ給
..大
臣
。勅

給
.我
安
居
ノ後
チ
必
.作
リ
ハ
ツ
ヘ
シ
天
皇
其
.
期
.臨
..都
率
天
上
へ上
生
。.
メ

給
.ト昔
ノ夢
ノ告

.タ
カ
ハ
セ
給

ハ
ス
此
寺
ハ銀
ノカ
ワ
ラ
シ
テ
被
タリ
.力葺

一貞
観
ノ

日
照
.解
テ流
落
タ
ル也
此
四
十
九
重
.内
衆
労
度
抜
提
河
ハ
コ
ノ
タ
ヒ

ヲ
カ

マ
セ
ヲ

ハ
シ
マ
サ
ス

九
云
天
平
神
護
元
年
。天
皇
此
寺
ヲ作
.セ給

.七
尺
金
銀
ノ
四
天
ノ像
ヲ鋳
.

安
置
セサセ
給
フニ三
躰
ハ
ス
ミ
ヤ
カ

ニ
ナ
ラ
セ
給
ヘリ今

一
躰
千
七
度
...ナ
ラ

セ
給
ハ.天
皇
歎
力
.給

.責

.余
。
チ
カ
ワ
セ
タ

マ
ワ
ク
朕
若
.依

.此
功
徳

一.永
ク

女
人
.身
ヲ捨

.、可
ク
ハ成
仏
道
銅
ノ湯
ノ沸
.ム
.我
手
ヲ差
入
.ム
.其
手
不
 
焼
損

一

彼
像
ス
ミ
ヤ
カ

ニ
ナ
ラ
セ
給

へ若
此
願
不
可
叶
朕
.手
早
.可
焼
損

】是
.

シ
ル
シ
ト
セ
ム
ト
チ
カ
ワ
セ
給
.差
入
サ
セ給
..御
手
更

。不

損

一其
ノ

像
ナ
ラ
セ
給
.
。見
人
聞
者
目
出
カリ涙
ヲ莫
不
流

一

古
老
伝
云
彼
今

一
天
ト申

ハ南
方
.増
長
天
トナ
ム申
伝
タル
金
堂
.
ハ都
率

」
第

一
四
紙

 
 
 
 
招
提
寺

此
寺

ハ大
唐
ノ終
南
山
.道
宣
律
師

.門
流
瀧
興
寺
ノ鑑
真
和
尚
ノ

ツ
ク
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
彼
将
来
.三
千
.舎
利
瑠
璃
ノ
ツ
ホ
ニ
入
..亀
ノ

ウ

エ
ニ
ヲ

ハ
シ

マ
ス

聖
武
天
皇
東
大
寺
ヲ作
給
.後
仏
法
ヲ
ハ弘
ツ
レ
ト
モ
僧
ト云
物
無
ク
ハ

誰
.是
彼

可
行

}戒
律
ヲ伝
.僧
.種
ヲ
ツ
カ

ハ
ヤ
ト
思
食
.栄
叡
普

照
ト云
.
二
人
ノ僧
清
河
.相
宰
大
使
大
伴
古
満
呂
等
此
人
共
四
人
ヲ璋

.

戒
師
ヲ
大
唐
国
二請
.
.遣
.キ
此
.人
々
浪
ヲ凌
海
ヲ度
リ
,.大
唐
.行
.戒
律
明
ナル

」
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記
+

一
丁

僧
.尋
ネ
キ其
時
龍
興
寺
ノ
鑑
真
和
尚
ト
云
人
戒
珠
ヲ螢
 
光
ヲ
マ
シ

 
羅
ヲ
ヲ
リ
テ
色
鮮
 
笈
是
.御
使
頭
ヲ低

.和
尚
ノ足
.
シ
タ
ヲ

・
カ
ミ

テ
聖
武
皇
帝
ノ勅
請
.旨
ヲ
ノ
ヘ
キ
其
時
.彼
和
尚
ノ弟
子
ノ僧
共
先
ッ

答
云
聞

日
本
ハ雲
ノ浪
霞
煙
.浪
ハ
ル
く

ト
シ
テ
風

ハ
ケ
シ
ク
海
難
凌

我
等
争
命
.捨
.彼
国
。渡
云
愛
鑑
真
宣
バク我
ノ身
ヲ
ハ軽
ク
法
重
.
一.

彼
国
。至
テ戒
律
.弘
メ..群
生
ヲ利
セ。ト
宣
.其
故

ハ大
唐
与
日
本

酬其
ノ縁

ム

ツ
マ
シ
キ
事
有
リ
一
.
ハ大
唐
.衡
洲
衡
山
二迄
六
生

一行
.
.聖
有
キ名
ヲ
ハ念
禅

師
ト云
キ日
本
国
ノ皇
子
聖
徳
太
子
ト生
。テ
仏
法
ヲ弘
.始

.群
生
ヲ利
益
給
ヶリ

記
+
二
丁

提
寺
.様
ヲ移
.作
リ
給
ヘリ此
寺
是
。リ
其
.渡
リ
.道
.程
.事
難
.
尽
得

一海
漫

漫
タリ
風
皓
々
タリ出
立
セ給
.事
ハ度
々
銀
難
幾
ク.度
ヒ
ソヒ
キ
ヰ
テ
ト
モ
ナ
イ

来
リ
.弟

子
世
ヲ早
クセ
.者
.其

ノ数
我
力身
.命
危
.ヵ
リ.事
員
ヲ不
知

「依
風
波

難
一一三
千
粒
ノ御
舎
利
海

。沈
メ奉
リ
,.キ和
尚
是
ヲ
悲
給

.カ
バ亀
ノ
背
力
。負
.浮
、、上
リキ

其
.様
ヲ造
.リ

私
云
是
.
御
舎
利
即
是
.招
提
寺

。御

パセリ代
.始

.一ハ必

.上

へ被

.召

二

粒
ヲ
止
メ御

坐
テ勅
封

被
付
一然
而
.御
舎
利
.員
不
尽
汐
.云
是
ヲ
不
.
,.礼
罪
障
.重
ク

深

 

知
リ
歎
.者
.自
昔

干
今
不
絶

一自

 

有
リ
即
同
.人
.
死

年
.内
ニハ不

拝

又
彼
日
本
国
.長
屋
.王
千
帖
袈
裟
ヲ
縫
。大
唐
.千
人
ノ僧
二供
養
給
ヶリ

彼
袈
裟
.縁

絶
句
ノ詩
ヲ
織
付
タリ
其
ノ
詩
ノ事
ハ今

.見
事
ヲ得
タ
リ長
屋

王
ト
ハ光
明
皇
后
云
々

山
川
異
 

域
一風
月
同
天
↓寄

諸

仏
子
共
結
来
縁

一彼
ノ
日
本

ハ人
.
心

有
情
一所
也
我
命
.
不
惜

一行
。ト
テ三
千
粒
.仏
舎
利

又
様
々
.道
具
ヲ
ヒ
キ

ヰ
テ
廿
余
人
ト
モ
ナ
イ
テ
難
波
ノ津
.来
リ付
キタ
リ天
皇
待
付
テ悦

ハセ
給
..

戒
壇
.立
.
、僧
.戒
律
.崇
.受
ル事
.
ハ偏
。和
尚

こ任
セ給

ヘリ僧
徒
自
是
盛

天
皇
新
田
部
新
王
ノ薗
ノ地
ヲ
一
所
ヲ和
尚
。施
.給
キ和
尚
是
ヲ給
リ
,.唐
ノ招

」
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六
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餓
悔
ヲ至
 

 
人
.命
.延
給
ト
.ヤ
イ
ミ
シ
キ
霊
験
心
.ヲ
ヨ

ハ
ヌ
事
也
井
和
尚
.

御
影
ハ是
ノ寺
.金
堂
戌
亥
角

.方
。御
坐
.其
.
西
ノ
方
.又
タ
イ
味
入
リ
タ
ル

井
ア
リ
即
寺
.大
湯
屋
ヲ立
タリ
遠
ク
凌
.彼
鯨
波
づ遂

.来
ル此
.
鳳
閾
.～若
彼
.

和
尚
是
.国
へ渡
ラ
セ給
 
 
 

此
国
.僧
争
有
ラ
。.僧
ト云
者

偏
。是
ノ和
尚

.恩
ヲ可
知
一

者
也
天
台
叡
山
.
戒
壇

ハ遥

。下
..延
暦
年
中

.被
 

建
ザ中

。.南
都
.
戒

壇
ノ土
ヲ乞
請
,ア継
ケリ

私
云
此
土
.乞
請
ル事
延
暦
寺
座
主
義
真
薬
師
寺
.権
大
僧

都
常
全
戒
和
尚
ヲ
綱
。語
.東
大
寺
戒
壇
ノ
土
ヲ
取
.築
籠
テ建
タ
ル戒
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記
士

二
丁

壇
也
是
木
叉
.規
模
戒
壇
.本
躰
故
也
弘
仁
十
四
年
始
建
云
々
但

日
記
。
ハ延
暦
年
中
建
立
見
タ
リ時
代
以
義
真
山
務
之
時
可
建
之

 
 
 
 
薬
師
寺

此
寺
.天
武
天
皇
即
位
途

嘩

百

暑

御
悩
依
之
・為
歪

セ

御
悩

一薬
師
ノ丈
六
ノ像
.奉
 
 作

一願
ヲ
発
給
キ愛
后
ノ御
悩
忽
愈
 
給
ヌ

金
銀
ノ像
.鋳
サセ給
ト
イ

ヘ
ト
モ
金
.
ヌ
ラ

レ
ヌ
程
。
天
武
天
皇
十
四
年
踊

秋
九
月
崩
.給
.大
和
国
武
市
ノ郡
大
内
山
ノ陵

.奉
ヌ納

一后
次
..位

。即
セ

給
.持
統
天
皇
太
子
天
皇
.思
食
置
キ
.事
ヲ遂
力為
二武
市
郡
.寺
ヲ

建
.仏
像
経
論
ヲ安
置
.給
.是
.本
薬
師
寺
ト
云
元
明
天
皇
藤
原
.

宮
ヲ去
リテ
奈
良
都
。移
シ
、時
養
老
二
年
絨
此
寺
.平
城
宮
.移
.作
。リ金

堂
.ハ薬
師
井
十
二
神
将
安
置
セリ
玉
ヲ
貫
テ羅
網
ト
.馬
脳
.肇
.檀
ヲ築
ヶ
リ寺

家
.別
當
猶

堂
.内
へ入
,ト不
御
坐
↓
東
西
.塔
。ハ尺
迦
.八
相
.作
.リ
目
出
タ
ク
エ
モ

云
ハ
ヌ
者
也
此
寺
ハ龍
宮
.様
ヲ移
作
。リ
モ
シ
ノ
サ
マ
コ
ノ
ツ
ク
リ
ト
申
伝

タ
リ
カ
ク
テ
日
ク
レ
ヌ
レ
ハ
ケ
フ
ナ
ラ
ノ
御
ス
ミ
ト
コ
ロ
ヘ
カ
ヘ
ラ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ヌ

 
 
 
 
元
興
寺

等
由
羅
宮
治
天
下
豊
美
食
炊
屋
姫
天
皇
瑞
鈷
御
生
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
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記
+
四
丁

】
百
歳
醗
正
月
元
日
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
鯉
備
勅
給
.元
興
寺
.

本
縁
ヲ
記
サ
シメ給
日
記
.日
大
和
国
山
辺
○
磯
城
嶋
金
刺
宮
天

下

治
メ給
シ

天
津
国
押
開
キ
.時
広
庭
.
天
皇
欽
明
即
位
七
年
絨
十
二
月
十
二
日
.百
斉
.

聖
明
王
.立
事
多
明
王
使
ヲ差
..七
達
太
子
像
井
灌
仏
.器
.ノ
}
具
又

経
教
ヲ
此
国
へ送
渡
.言

日
ク将
聞
.仏
法
ハ巳
。世
間
無
上
.法
也
其
国
.
又
修

行
.ヘキ
ナリ其
時
天
皇
諸
臣
等
.一告
テ
宣
バク是
.外
ノ国
.リ
送
渡
セ
ル物
可
用
】哉
用

マ
シ
ヤ
能
ク計
.可
申
[告
給
キ干
時
物
部
尾
輿

大

連
等
計
申
..

云
ク我
国
ニハ天

社
国

一
百
八
神
前
 
奉
ル礼
↓我
等
国
神
ヲ恐
故
他
国
ノ

神
.
ハ不
可
礼
拝

一申
但
蘇
我

.大
臣
稲
目

一
人
申
云
.他
国
.為

貴
↓物

我
等
.
国
.亦
タ為

貴
↓
可
ト
宜
申
キ
干
時
天
皇
大
臣

.告
,.宣
.何
.
.所
。.

可
居
奉

一大
臣
申

サク大
王
雛
駝
厭
鯉
跡
付
位
後
宮
 
 宮

ノ空
キ
.居
奉
ムト申
キサ

テ
大
王
ノ

宮
.居
奉
ル此
時
高
麗
百
斉
.リ
渡
リ
.僧
共
各
参

.行

.奉
リ
キサ
テ
年

来

渡
ル程
。国
.中
二世
中
.心
地
盛
リ
.発
リ
夫
人
多
病
死
其
時
物
部
.大

連
等
.
諸
臣
申
サ.
カ
ク
エ
ヤ
ミ
ノ
国
々
発
ル事

ハ他
国
.神
ヲ奉
ル
。崇

}

依
リテ我
国
ノ神
怒
..セ給

ヘル
ナリ可
ト
恐
一申
.
其
時
蘇
我
ノ稲
目
大
臣
申

.
マ
ウ

サ
ク
他
国
.神
.崇
 
給
サ
リ.時
モ此
病
発
事
常
.事
也
ト宣
ヒキ其
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丁

時
諸
臣
申
ク神

.事
尤
有
恐
我
等
.申
事
ヲ不
.,.聞
..
給
一国
.内
.

乱
.哉
 
申
キ此
時
天
皇
稲
目
大
臣
.仰
..宣
ハク国
.民
病
。ト
此
仏
像
ヲ拝

、、行
.

罪
也
ト
云
.宜

計

一宣
キ稲
目
大
臣
屡

思
念

計
申
ク外
ニ
ハ吉
ク臣
等
力申

。

従
イ
給
ト
.内
.御
心
。ハ他
国
.神
ヲ
捨
給

,ト莫
.ト申
給
キ天
皇
告
..宣
ク我
.亦
タ如
ク是
↓.

思
ナリト宣
。
カ
ク
シ
ツ

・
欽
明
 
敏
達
 
用
明
 
崇
俊
 
四
代
.朝
.
ハ仏
法
打
チ

任
.,.不
弘
一彼
百
斉
。リ渡
。タ
リ.灌
仏
.具
悉
達
太
子
.像
ヲ
ハ後
宮
ノ内

.深
ク納
メ

安
置
シ奉
リ..物
部
大
連
等
度
々
申
行
..仏
像
ヲ難
波
ノ堀
江
。流
.堂

塔
ヲ焼
失
 
 
皇
后
ノ後
宮
。リト
..焼
セ給
ハ。今
.奈
良
.元
興
寺
。御
坐
.灌
仏
ノ
具

記
+
六
丁

本
明
日
香
寺
ヲ作
リ
..百
斉
。リ渡
 

仏
法
ヲ行
ヘル
カ故
。元
興
寺
ト名
ク又
ハ建

通
寺
ト名
ク
又
ハ建
興
寺
ト名
ク皆
仏
法
.始
.発
リ.故

.加
様
ノ名
共
数

有
也

敏
達
天
皇
即
位

八
年
。渡
.セ給
.金
銀
.尺
迦
.三
尊
ハ山
階
寺
東
金
堂
.

後
戸
。干
今

伝
り
..御
坐
.同
天
皇
十
三
年
脚
秋

九
月
。同
百
斉
.リ
渡
奉
リ.

石
像
ノ弥
勒
本
元
興
寺
.東
堂
.安
置
.

元
明
天
皇
武
市
郡
藤
原
宮
ヲ去
リ
一.奈
良
都
。遷

..給

.後
元
正
天

皇
奈
良
京
.移
作
..,.仏
像
ヲ分

被
.ナリ安
置

一彼
石
像

.弥
勒

ハ本
.明
日

香
。御
坐
タルヲ多
武
峯
ノ
僧
奉
。リ
..盗
取
一其
後
彼
馬
脳
.石
.坐
計
.奈

足
也
サ
テ
稲
目
大
臣
.子
孫
ハ仏
法
ヲ不
 
捨

【崇
メ
ムト宣
.物
部
.大
連
等
力
子

孫
ハ此
国
ノ神
許
ヲ崇

他
国
。リ渡
セル仏
法
ヲ
ハ崇
 
競

ニ
ッ
。分
.-.互
.
。憤
リ
深
.是
以

維
摩
会
.縁
起

.文
云
蹴
儒
恢
神
至
磯
城
嶋
金
刺
.宮
御
宇
欽
明

天
皇
ノ
即
位
冬
十
月
百
斉
ノ聖
明
王
仏
像
経
論
幾
 
許
 
種

来

献

干
我
聖
朝

々
議
紛
紙
 

彼
此
成
異
論
づ云
々
カ
ク
申
タル
ハ彼
.上
。申
.ル

四
代
ノ帝

世

。ハ仏
法
不
弘
。リ得

一物
部
氏
ノ大
臣
卜蘇
我
氏
ノ大
臣
ト互
ヒ
ニ崇
メ

崇
メ.ト
各
奏
.申
テ物
部
氏
.申
事
強
.,.度

々
仏
像
等
ヲ難
波
ノ堀

江
。流
キ然
而
推
古
天
皇
ノ朝
.リ後
仏
法
盛
リ
.弘
。リ
キ彼
天
皇

.等
由
羅
ノ宮
。

」
第
二
〇
紙

良
.元
興
寺

へ渡
.一.金
堂
ノ内
.置
ヶリト
申
ハ是
也

極
楽
寺
ノ智
光
ノ曼
陀
羅
ノ発
リ
ハ昔
智
光
頼
光
ト
云
二
人
.聖
有
ヶリ
智

光

ハ南
.大
房
.住

、頼

光
ハ北
.小
房
。住
ヶ
リ
ニ
人
共
。往
生
.業
.修
.ヶ
リ其
.勤
行
.様

遥
二異
ナリ智
光

ハ明
暮
勇
猛
 
無
怠
噌ト頼
光
ハ常
.枕
机
.傍
.二籍
 
智
光

見

.之
づ思
鯨
.頼
光
ヲ諫
 
云
ク生
死
可
厭

】浬
薬
可
求
一師
何
ソ徒

.怠
リ,.

空
ク送
.
ル年
月
づ頼
光
答
云
性
ノ愚

。拙

,ト
実
ト。如
語
タル
所
づ然
而
多
ク
一
代
ノ聖

 
 
 

莫
非
 
 
 
 
 ヲシ
ヘニ 
 
 
レ

教
ヲ見
ル
。
○

往
生
極
楽
ノ
訓
一
因
之
略我
五
道
ノ苦
ヲ
恐
.娑
婆
ノ春
ノ霞
ヲ厭
ヒ

三
尊
.形
.観
...欣

安
養
.秋
月
づ所
践
タ.ル
内
心
づ
外
.
人
誰
.知
。莫
訓
一莫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
」
第

二

一
紙

一16一



記
+
七
丁

資

一

云
キ智
光
此
ノ上

.不
シ
一.言
一
止
、、、ヌ
.ト
モ心
ニ
ハ猶
シ
不
止
.思
噌ト
其
後

 
 
私
二聞
ク頼
光
.寝
タリ
ケル
ヲ智
光
ヤ
ハ
ラ
寄
リ
..小
房
ノ戸
ノ鑑
.穴
.リ
ノ
ソ
キ
ケ
リ

 
 
其
月
如
ク大
海
ツ見
へヶリ麦

。智
光
以
為

是
観
法
.至
リ
..水
相
観
ノ時
ヵ
ト

 
 
惟
 
驚

.致
 
帰
伏
ノ心
づ立
帰
ヌ

頼
光
入
滅
其
時
天
.音
楽
雲
.聞
.
へ異
香
室
。薫
ス西
方
.迎
へ奇
瑞
ノ

ハ
シ
ヲ

・
シ
愛
.
一
寺
共
.悲
四
隣
同
ク貴
。
此
時
智
光
先

誠
ヲ
悔
.一.落
.
,ト涙
9

如
雨

一其
後
智
光
夢
.内
.頼
光
.
生
。タル所

へ行
.見
.ハ有
リ極
楽
浄
土

一智

光

立
寄
リ,.頼
光
。問
云
汝
昔
何
ル因
ヲ修
テカ此
国

へ生
タ
ル頼
光
答
云
朝
.モタ
ニ.弥

 
 
八

記
十
七
丁

 
 
 
 
 
私
云
化
人
来

.奉
作
云
々

 
 
 
 
大
安
寺

中
天
竺
舎
衛
国
祇
薗
精
舎
兜
率
天
宮
.移
.作

ル大
唐
.
西
明
寺

ハ彼

舐
薗
精
舎
ヲ移
.本
朝
ノ大
安
寺

ハ彼
.西
明
寺
ヲ移
作
ル也
事
.発
ハ上
宮

太
子
熊
凝

村
ヲ精
舎
.作
.
ムト申
サセ給
.
ヨリ発
.リ
太
子
用
明
天
皇
第
二
子
也
愛

沙
門
道
慈
ト云
人
有
キ
進
、三.天
皇
二奏
.,.申
サ
ク道
慈
道
ヲ
尋
ネ法
ヲ求
..大
唐
.リ我

朝
。返
ル但
.
一
.宿
念
有
リ
一.大
寺
ヲ作
思
.唐
西
明
寺
.様
ヲ移
取
リ
,.来
。リト
申
セリ皇

聞
食
.令
悦

蝋給

.天
平
元
年
田
此
寺
ヲ奈
良
京

.移
作
リ
,.名
ヲ改
.大
安
寺
ト云

陀
.御
姿
 
思

.籍

篠
 

莫
不
 
観
極
楽
荘
厳
づ
是
此
所

。生
ル
、殊
勝
.

業
因
ナリ
ト答
.頼
光
智
光
力手
ヲ引
.弥
陀
ノ御
前

.具

.参
リヌ弥
陀
如
来
智

光
二告
テ宣

バク我
国
。生
 
願
ハ此
ノ土
ノ荘
厳
ヲ観
.
へ.智
光
頭

低

.申
サ
ク加
許
リ広
ク遠
キ

浄
土
ノ有
様
凡
夫
ノ心
争
絶

哉
ト
申
ヶル時
仏
右
.御
腎
ヲ
延
サ
セ給
.其
.掌
心
二

小
 
浄
土
ヲ縮
メ
ー.移
.示

給
畢
夢
醒
メ..思
。
。其
.有
様
更
二不
忘

一涙
下
 

数

行
欲
 
止
一
不
絶
一絵
師
ヲ尋

.此
曼
茶
羅
ヲ
移
.
一
生
是
.向
..常
極
楽
ヲ

欣
テ忽
。生
。キ是
ソ昔
.跡
也
御
輿
テ
.メ
ク
ラ
セ
御
坐
タル
彼
ノ道
場
也
此
寺

.中
門
ノ

観
音

ハ長
谷
寺

ノ観
音
.
ミ
ソ
木
ノ
第

ニ
ノ切
也
霊
験
干
今
一無
ク怠

一御
坐
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天
下
ノ大
平
安
楽
ヲ祈
思
食

.故
也
サ
テ
彼
道
慈
ヲ
ハ律
師
.補
也
時
人
大

和
国
。東
大
寺
西
大
寺
ト
云
.二
.寺
有
リ
此
寺
ヲ喚

南
大
寺
ト名
而
此
.寺

上
宮
太
子
熊
凝
村
ヲ寺

二作
..ムト云
御
願
。リ
始
テ迄
至
聖
武
天
皇
時
 .寺
ヲ作
リ

崇
メ給
.皇
子
帝

王
十
三
代
也
此
寺
殊

。勝
タ
ル地
也
然
者
南
天
竺
菩
提
僧

正
.此
寺
.住
.ムト
申
給

.来
住
.
。給
キ行
教
和
尚
.
八
幡
ヲ筑
紫
.宇
佐
宮
.リ負

奉

.先
此
寺

.石
ミ
ツ
ノ
房
。
シ
ツ
メ
マ
イ
ラ
セ
キ
道
慈
律
師
ノ作
リ始
.

源

ハ贈
僧
正
権
操
。此
寺
。住
給
.高
野
大
師
.是
。住
給
伝
教
大
師
.

本

ハ是
居
給
タ
リキ
彼
本
尊
.薬
師
仏

ハ未
金
堂
二御
坐
タリ

」
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記
+
九
丁

弘
法
大
師
遺
告
云
夫
以
.
ハ大
安
寺
ハ是
兜
率
.構
へ舐
薗
精
舎
.末

葉
也
尊
像
ハ釈
迦
即
智
法
身
相
也
初
発
心
ノ本
ノ祖
師
道
慈

律
師
為
遂
推
古
天
皇
.御
願
者
也
依
之
大
師
石
渕
.贈
僧
正
彼

寺
ヲ為
本
尊
寺
↓而
彼
御
弟
子
等
皆
令
入
住
也
但
依
勅
命
一.渥
.

東
大
寺
略建
立
.南
院
づ此
間
出
生
ノ弟
子
等
便
宜
入
住
.東
大
寺
.～

 
 
 
 
法
隆
寺

此
寺
聖
徳
太
子
.作
.
.給
寺
也
欽
明
天
皇
.御
代
百
斉
国
。リ仏
像
ヲ渡
.奉
ル

天
皇
臣
下
共
仰
テ
云
ク自
 
 不
二得
思
食
定
一可
崇
哉
否
哉
ト問
給
。蘇

記
二
+
丁

蘇
我
馬
子
大
臣
仏
像
舎
利
尼
三
人
家
ノ東
。安
置
.,.恭
敬
礼
拝
.仏

殿
ノ始
メ自
リ
是
】発
.リ干
時
又
国
.内
。疫

発
テ人
多
ク
死
ヌ
此
時
物
部
ノ弓
削
ノ
守

屋
大
連
中
臣

勝
海
連

同
ク奏
.日
陛
下
臣
等
力事
ヲ
不

用
一疫
国
.充

人
民
皆
仏
像
.焼
ク罪
 
 云
.天
皇
御
悩
能
々
重
。.
.ア遂
崩
給
ヌ其
.時
蘇

我
馬
子
大
臣
物
部
守
屋
大
臣
ノ
仏
法
.論
二依
テ各
競
、、深

.池
辺
讐
槻
.

宮
治
天
下
橘
.豊
日
天
皇
朝
翻
妖
程
勉
也
仏
法
ヲ信
.神
道
ヲ尊

給
ヲ
即
位
二
年
灯

四
月
御
悩
詔
.一.日
ク朕
三
宝
.帰
.
テ堂
塔
ヲ立
。ト
思
.干
時
馬
子
大
臣
諸
王
子
等

同
心
二奏
日
詔
。不
可
違
一誰
力宣
下
.旨
ヲ背
云
ヘリ愛
物
部
守
屋
中
臣
勝

我
稲
目
ノ大
臣
奏
云
西
.
番
 
皆
此
.
拝
.我
国
何
.独
背
カム之
一宜

礼
拝

一

申
.物
部
.尾
輿
.大
連
等
奏
日
我
国
者
天

社
.国
然
百
八
十
神
也

是
ヲ敬
.何
.国
.神
ヲ
背
キ
他
.
仏
神
敬

ハム定
我
国
神
怒

マ
サ
ム
ス
ト
申
.天

皇
詔
 
宣

バク稲
目
大
臣
.奏
.付
テ試

令
礼
拝

一給
大
臣
悦
.小
治
田
家

.安
置
.テ

礼
拝
.其
後
国
.内
疫
病
盛
.テ死
ル者
多
.此

尾
輿
大
連
奏
申
云
臣
力申

事
ヲ
不

用
一致
.此
病
づ宜

捨
二他
国
仏
神

一也
天
皇
此
ノ大
臣
.申
.依
..仏
像
ヲ

難
波
ノ堀

。流
.
.仏
殿
ヲ焼
失
.此
時
。天
無
クシ..雲

一雨
降

災
惟
忽

。起
ル池

田
宮
天

下
敏
達
天
皇
.御
代
二百
斉
.王
又
仏
像
舎
利
ヲ奉
ル
天
皇
不
崇

一

」
第
二
四
紙

海
等
詔
ノ旨
ヲ
背
キ
,.仏
法
ヲ
不
拝

一天
皇
弥
御
悩
盛

.。テ崩
給
ヌ時
。馬
子
大
臣

守
屋
大
臣
仏
法
.論

.依
リ
テ天
下
事
各
遺
恨
ヲ成
.馬
子
大
臣
為
.討
二守

屋
づ厩
門
.皇
子
泊
瀬
部
.皇
子
竹
田
皇
子
難
波
.皇
子
喚
群
.神

手
紀
男
麻
呂
.臣
葛
城
臣
等
ヲ勧
 
河
内
国
志
紀
.郡
。リ渋
河
.家
。至
リ一.

合
戦
.守
屋
力
軍
強
ク盛

。.,.太
子
ノ兵
三
度
退
其
時
厩
門
ノ皇
子
性
碑
自

軍
.後

従
 

宣
.不
 
題

勝

堅

白
膠
木
取
.
四
天
王
.像
.作
テ頂

上
.挿
、、..願
ヲ

発
シテ
宣
.ク夫
押
.テ敵
。勝
夕
.メ給
ハ、護
世
四
王
ノ奉
為
。寺
塔
ヲ
奉
 
造
馬
子
ノ
太
臣

同
ク此
誓
ヒヲ立
一.タリ然
後
寄
合
セテ
戦
.守
屋

ハ氏
神
祝
ル
榎
木

。登
テ我
氏
神

」
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二
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口
口
口
口
口

物
部
.府
都
.
大
神
.矢
也
ト..放
.太
子
.御
鐙
。充
タリ
.太
子
.舎
人
 
見
赤
梼
。

命
 
 
四
天
王
ノ矢
也
ト一.放
給
.守
屋
力
胸
。当
リ
テ榎
木
.リ被
射
落

一此
時
守
屋
力方
ノ

軍
皆
破
.テ逃
ヶ散
リ失
セヌ
又
其
後
太
子
四
天
王
寺
ヲ造
リ蘇
我
ノ大
臣
法
興
寺
ヲ

立
.推
古
天
皇
即
位
元
年
厩
門
皇
子
ヲ皇
太
子
ト
.皇
子
井
.大
臣
朝
家

.

堂
舎
仏
像
ヲ競
.作
ル其
中
。橘
.豊
日
天
皇
太
子
井

。世

々
.天
皇
奉
為

。

法
隆
学
問
寺
.七
.伽
藍
ヲ被
 

立

一也
東
院
太
子
.内
裏
也
奴
鹿
之
宮
也

昔
太
子
定

二入
.様

々
.事
ヲ覚
 
給

.ヲ時

.人
夢
。ミ
サ
セ
給
ト思
.夢
殿
ト
名

福

貴
寺
.道
詮
ト
申
.、人
.時
宣
旨
ヲ申
。
八
角
宝
形
.堂
。作
成
タ
ルナリ
護
持
堂
ニ
ハ

 
 
 
 
 
 
ラ
 

 

 
ヲサナ
ク
 

 

 

 

 

 

ヨ
・ツ・
ラ
 

熈
ζ
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財
物
共

○
数

太
子
先
生
ノ御
宝
井
此
国
。テ少

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坐
.
、。リ以
来
ノ遊
.ノ具
諸

干
今
被
 
納
置
一先
御
舎
利
ハ生
サ.給
ヶル
時
御
手
二拳
リー.御
坐
。ヶ
ルト申
伝
タリ梵
網

経
.外
題
ニ
ハ自
 

御
手
.皮
ヲ剥
.押
付
乞
.外
題
ヲ被
 
書
先
生

.衡
山
.御
物
.具
共

皆
心
.詞
.不
及
一其
中

.妹
子
臣
ヲ使
トシテ
取
。遣
タ
リシ
.取
参
小
字
ノ法
花
経

.机

御

経
箱
。納
 

其
不
在
此
会
.会
文
字
焼
歓
喜
未
曽
有
ノ有
文
字
焼
タ
ル

御
経
也
太
子
是
.御
覧
.
テ我
先
生
ノ同
法
ノ経
ナリ
ト被
テ仰
一夢
殿
七
日
七
夜

御
殿
籠
 
自
 
五
百
.青
龍
.車
.奉
リ,.自
 
衡
山
.
昔
.
巌
窟
ヲ捜
リ
,.取
..セ給
タリ

御
経
御
入
滅
.後
具
。テ去
。セ給

。キ此
朝
二一.太
子
茄
五
.御
年
推
古
天
皇
即
位
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含
歓
喜
之
咲
三
千
衆
徒
外
深
擁
護
之
盟
然
間
今
月
四
月
鴨
御
祖

弥
宜
祐
季
恣
搦
取
山
僧
三
人

〔与
凌
〕
辱
畢
事
出
不
図
先
例
未
有
若

於
我
山
背
叡
慮
之
輩
者
先
申
下
 
輪
言
後
追
却
山
門
処
罪
科

例
也
忘
山
修
山
学
致
相
論
於
洛
陽
之
彙
者
是
摩
黎
之
伊
蘭
幌

宥
之
瓦
礫
也
然
而
祐
季
緩
居
神
官
唯
可
携
社
務
何
任
短
意

可
行
猛
悪
乎
衆
徒
錐
須
任
所
化
加
其
誠
且
悪
尭
王
有
道
之
恩
口

仰
明
時
無
偏
之
〔化
〕
而
已
就
中
旧
貫
依
当
山
訴
被
処
配
流
之
輩
古
今

之
間
其
例
多
存
 
望
請
且
任
先
例
且
依
所
化
被
処
祐
季
於
配
流
者

将
一抽
三
千
之
精
誠
弥
誓
権
吾
君
之
宝
算
 
今
勒
事
状
謹
解

 
 
 
安
元
元
年
八
月
 
日
 
慈
覚
大
師
門
徒
師
等

被
 
院
宣
云
延
暦
寺
西
塔
衆
大
法
師
弁
円
年
来
之
間
忘
善
神
之
冥
鑑

為
悪
徒
之
張
本
山
上
洛
中
之
濫
行
五
畿
七
道
之
悪
逆
十
之
八
九
無
非

彼
之
結
構
任
達
子
叡
聴
錐
須
口
重
科
麺
揮
仏
法
之
威
自
宥
僧

侶
之
形
也
然
間
賀
茂
下
社
祢
宜
祐
季
相
論
事
条
々
錐
経
沙
汰
度
々
不

拘
禁
制
加
之
遣
数
多
輩
於
祐
季
住
宅
殆
及
追
補
云
々
是
已
非
背
神

鑑
且
非
違
 
勅
定
乎
僧
徒
不
揮
神
官
錐
致
狼
籍
神
官
不
慨
僧
徒

」
第
五
紙
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忽
不
可
搦
留
云
彼
云
此
無
理
無
致
傍
祐
季
且
任
先
例
被
解
却
見
任
詑

其
上
又
被
召
下
主
人
者
也
於
弁
円
殊
脇
其
罪
承
不
可
令
帰
住
山
門
非

唯
一
事
狼
戻
之
甚
頻
有
数

〔之
〕
口
口
悪
之
間
専
非
臥
雲
之
行
争
口

厳
霜
之
科
満
山
令
帰
道
理
者
衆
徒
量
致
濫
訴
哉
殊
令
加
明
察
之

詞
宜
致
仰
天
台
之
衆
者

院
宣
如
此
悉
此
謹
状

 
 
 
八
月
廿
三
日
 
 
左
衛
門
権
佐
藤
雅
光
奉

天
台
座
主
御
房

抱
経
論
三
密
床
下
動
綺
弓
箭
仏
法
煙
滅
唯
在
干
斯
事
児

女
尚
云
之
三
千
蓋
覚
語
哉
況
亦
依
多
年
帰
依
之
叡
慮
加
一
旦
制
止
之

論
旨
若
被
引
魔
縁
不
随
勅
定
者
違
勅
之
科
不
善
之
罪
冥
顕
之

恐
如
何
後
悔
乎
錐
為
台
嶺
之
浄
侶
宣
非
率
土
之
庶
民
乎
早
仰
仏

法
皇
法
宜
停
凶
類
凶
徒
以
此
旨
召
仰
僧
綱
学
頭
等
可
致
禁
制
者
依

院
宣
上
啓
如
件

 
 
久
安
三
年
七
月
十
二
日
 
民
部
卿
顕
頼
奉

天
台
座
主
御
房

祇
園
濫
行
事
衆
徒
参
洛
之
時
可
有
裁
許
之
由
被
仰
下
畢
然

者
沙
汰
之
間
縦
経
日
数
任
 
勅
定
暫
可
相
待
成
敗
也
何
況
感
神

院
者
非
只
天
台
之
末
社
亦
為
国
家
之
鎮
守
錐
非
衆
徒
之
訴
訟
争

無
 
公
家
之
勅
許
乎
而
近
日
宣
致
騒
動
尚
不
和
乎
云
々
 
先
度

輪
言
若
成
欝
陶
欺
王
事
靡
濫
宣
以
可
然
乎
就
中
東
塔
一所
殊

結
蜂
起
欲
企
狼
籍
云
々
両
山
衆
徒
一
塔
結
構
敗
早
加
制
止
不
承
引
者

槌
可
注
進
張
本
也
兼
又
一党
之
凶
類
令
参
洛
者
満
山
之
衆
徒
定
相

従
歎
不
慎
之
不
怖
之
自
然
狼
籍
無
疑
欺
抑
近
曽
以
降
四
明
窓
中

」
第
四
紙

左
弁
官
下
 
五
畿
七
道
諸
国
 
煉
騰

陳
鋤

就
鞭
府

 
 
応
早
没
入
 
東
大
 
興
福
 
元
興
 
薬
師
 
大
安
 
西
大

 
 
新
薬
師
 
 
大
后
 
不
退
 
法
若
 
超
証
 
招
提
 
宗
鏡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ

 
 
弘
福
寺
領

右
南
都
衆
蜂
起
蟻
集
渉
旬
累
月
厳
制
頻
錐
降
暴
口
猶

無
休
初
焼
払
多
武
峯
之
堂
廟

〔後
押
留
〕
春
日
社
之
祭
祀
加
之
発
軍
兵

於
満
寺
備
凶
器
企
参
洛
已
有
罪
科
之
重
畳
争
遁
懲
瀟
於
三

賞
者
左
大
臣
宣
奉
勅
中
寺
領
末
寺
庄
園
等
早
仰
五
畿
七
口

」
第
三
紙
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諸
国
宰
史
悉
以
没
入
但
於
仏
聖
油
料
井
恒
例
寺
用
者
付
国

司
令
究
済
者
諸
国
宜
承
知
依
宣
行
之
以
宣

 
 

承
安
三
年
十
一月
十
一日
 
大
史
為

中
弁
藤
原
朝
臣
在
判

」
第
二
紙

」
第

一
紙

【
独
自
異

文

一
覧
】

神
宮
文
庫
蔵
本

龍
門
文庫

蔵
本

関
連
資
料

〈
興
福寺

金
堂
条〉

大
臣

御髪

.

中
。

銀
,

三

『
源
平
盛
衰
記』

巻
二

寸
尺

迦
,

コ

メ

テ

頂
。

奉

十

二
・

能

「
海

人」
・

。

ラ

セ

給
ヶ
リ
ヲ

此
,

御

仏
,

舞
曲

「
大

織
冠
」

等。

首

中
。

籠
マ

イ
ラ
セ

ラ

阿
部
泰郎

「
『
大
織
冠』

レ

タ
リ

眉

間
水

精
,

珠
ハ

ト

サ
マ

左

方

右方

マ

ロ
バ

カ

シ

の
成
立」
(
『
幸
若
舞
曲研究』四、三弥井書

ケ
レ

ト
モ

尺

迦
,

三

尊

店、

一

九

八

六)
・

大

立

像,.

移.
セ

給
。
,

此

珠

橋
直
義
「
珠
取
説話

の

唐
。
リ

漢.

イ

レ

奉
.
リ

伝
承

圏」
(
『
藝

文
研

究』

八

〇、

二

〇

〇

一

)
。

〈
興
福寺

西
金
堂
条〉

杉
田
,

池

『
源
平盛

衰
記』

巻
二

十
二
・
『
興
福
寺
伽
藍

縁
起』

等。

〈
興
福
寺
東
金
堂
条〉

此

朝
仏

出
始
也
此
不
詳。

本
ト
.,.

東

大

寺

大

仏
,

鋳

奉
ル

也
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第
六

紙
左
葉
二

行
目

『
玉
葉』

治
承
五
年
正

「

私
云
此
.

仏

像ハ

日
本

月
三
十
日
条
「
寺
家
注

此

朝
。

仏

像
ハ

始,.

渡

文
」
・

文

保

本

系
『
聖

給
.
.

最
初
.

金

銅.

霊

像

徳
太
子
伝』

八
歳
条。

也
…
」

大
橋直

義
「
興
福
寺
炎

上

言

説、

そ

の

展
開
の

一

端」

(
『

国
語
と

国

文

学』

八
三

-
一
、

二

〇

〇
六)

〈
東
大
寺
条〉

第
八
紙
左
葉
四
行
目

不
詳
。

「彼

難

波
,

百

僧
.

パ

テ

二

…
」

第
九

紙
右
葉
六
行
目

又

執
金

剛神

.

ハ

キ
ヨ

『
七

大

寺

巡

礼

私

「
又
彼
.

執
金

剛
神
.

ハ

リ

金
色

光
。

取.

内裏

ヲ

記
』
・
『

東

大

寺

縁

起

キ

ョ

リ

…
」

照
ケリ

絵』

短

冊

形
・
『
東

大

寺
縁
起
絵
詞』。

第

=

紙
右
葉
一

行
目

不

詳。

「
造

花
づ副

タ
.

也
」

第
一

二
紙
左
葉
二
行
目

不詳

。

「
今

度
炎
上
ト.

…

合

戦

,
時
.

炎
上

也
私

記
之
」

其

跡
菩

提
樹

値
。
,

菅
家
本
『
諸
寺
縁
起

集
』
・

春

日

社

系

『
建

久

巡
礼

記
』
。

〈
招
提寺

条〉

第一

六
紙
左
葉
二
行
目

不

詳。

「
長

屋
王
ト
ハ

光
明

皇
后

云
々

」
第一

六
紙
左
葉
七
行
目

不
詳。

「
僧
.

戒
律
,崇

.

受
。

事

,.

偏
。

和

尚
。

任
。

給

ヘ
リ

」第
一

七
紙
右
葉
一

行
目

流
布
本
系
『
建
久
巡
礼

「

其
,

渡
リ
.

道
,

程
,

事

記』
。

た

だ

し

本

文

に

難
シ

尽

得一

…
」

は

異
同

有。

別
稿
参

照。

「

彼

海

路

ノ

波
ハ

ル

く
ト

ア
リ
シ

ホ

ト

雲
霞
ノ

砂
々

ト

カ
ス

カ

ナ

リ
シ

ミ

チ

命
タ
エ

ヌ

ヘ

キ
ホ

ト

ノ
コ

ト
カ
ス

ヲ
シ

ラ
ス

ツ

イ
ニ

波
ア

ラ

ク

風
ケ

ワ
シ

ク
シ

テ

彼
三
千
粒
ノ
仏
舎
利
ヲ

海
。

シ

ツ

メ

テ
キ

ソ

ノ
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時

和
尚
カ

ナ
シ
ミ

テ

ナ

ミ
タ

ヲ
タ
レ

給
シ

カ
ハ

カ
メ

ノ
セ

ナ
カ
ニ

ヲ
ヒ

テ
ウ

カ
ピ

ア
カ

リ
テ

此

仏舎

利
ヲ
返
タ
テ
マ
ツ

ラ

レ

タ

リ

キ

和

尚

悦
..

此

朝
ニ

モ

テ
キ

タ
ル

其

様
,

ツ

ク

リ
テ
カ

メ
ノ

甲
ノ

上
。

瑠

璃
ノ

ツ
ホ

二

安

置
シ

テ

今
.

礼
シ

タ
テ
マ

ツ
ル
コ

ト
ヲ
エ

タ
リ
」

第一

七
紙
右
葉
六
行
目

不
詳。

東寺

系
の
舎
利

「
私
云
是
,

御舎

利
即

に
は
類
似
の
言説

有。

是
ノ

招

提

寺.

御
.
セ
リ

…
」

第
一

七
紙左

葉
一

行
目

流
布
本
系
『
建
久
巡
礼

「

井
和

尚
.

御
影
.

是
.

記』

か
。

た

だ
し

本

文

寺
,

金

堂
戌

亥角

,

方
二

に

は

異

同

有
。

「
影

堂

御

坐
ス

…
」

一

宇
中
安
鑑
真
和
尚
影

像
く
左
有
如
法
大
僧
都

絵
影
/
右
有
義
浄僧

正

絵
影
/或

人
云
豊
安
僧

正
影
敗
豊
安
ハ

如
法
弟

子
也
〉
」

第
一

七
紙左

葉
二
行
目

不

詳。

「

其
.

西
.

方
。

又

タ

イ

味
入
リ

タ
ル

井
ア
リ

即

寺
.

大

湯

屋
,

立
。リ

」

第
一

七
紙左

葉
三
行
目

流
布
本
系
『
建
久
巡
礼

「

遠
,

凌 ,.

彼

鯨

波
づ

…

記』

か
。

た

だ

し

本
文

是
.

和
尚
,

恩
,

可知

一

者

に

は

異

同

有
。

「

僧
ト

也
」

モ

ナ
リ

尼
ノ

身

ト
モ

ナ

ラ
ム
モ

ノ
ハ

タ
レ

カ

彼

鑑
真
和
尚
ノ
恩
ヲ
ム
ク

ヒ

タ

テ
マ

ツ

ラ

サ

ラ

ム
」

第
一

七
紙
左
葉
五
行
目

貞
慶
『
南
都
叡
山
戒
勝

「
天

台

叡
山
,

戒

壇
ハ

劣
事
』
。

…
」第一

七
紙
左
葉
七
行
目

貞慶

『
南
都
叡
山
戒
勝

「
私
云

此
土
.乞

請
ル

事

劣

事
』
。

…
」

〈
薬
師寺

条〉

第
一

八

紙
右

葉
五

行
目 本ノマ・「モシノサマコノツ

不

詳
。

た

だ

し

「

裳階」については諸々

ク

リ
ト

申
伝

タ
リ
」

の
『
諸寺

縁
起
集』

に
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「

=
言
及

有。

〈
元
興
寺
条〉

第
一

九
紙
右
葉
三
行
目

百済

国
明
王

東
急
「
百
斉
国
.

聖
明

「

百
斉
.

聖

明
王
,

立

事

王
」、

流

布

本
「

百

斉

多
明
王」

国
ノ

明
王
」。

注

釈

と

し
て
の

増補

か
。

第
二
二
紙
右葉

二
行
目

不

詳。

「

私
二

聞
。

頼光

ノ

寝。.
ヶル
.

…
」

(
二

字

下
げ)

第
二一
二
紙
右
葉
一

行
目

不

詳。

「
私
云
化
人
来
。

奉
作

云
々
」
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